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第１章 都市計画マスタープランとは 
 

１．計画の目的と位置付け 

（１） 都市計画マスタープランの目的 

都市計画マスタープランは、都市計画法第 18 条の２に規定された「市町村の都市計画に関

する基本的な方針」として、市が創意工夫のもと、市民の意見を反映させながら、地域の都市

空間を重視したまちづくりを目指すため、都市計画に関する基本的な方針などを総合的に定

めるものです。 

当市では、平成 13 年（2001 年）12 月に現行の白岡市都市計画マスタープラン（以下、

「現行計画」という。）を策定し、平成 29 年（2017 年）３月に改訂を行っています。 

現行計画では、「美しい自然と都市の活力が調和したまちづくり」をテーマとして、「豊か

な自然環境と住環境との調和するまちづくり」「ぬくもりとやさしさのある福祉のまちづくり」

「活力とにぎわいのあるまちづくり」に取り組んできました。 

平成 23 年（2011 年）には、首都圏中央連絡自動車道の白岡菖蒲インターチェンジと久喜

白岡ジャンクション間が開通し、平成 24 年（2012 年）の東北縦貫自動車道蓮田スマートイ

ンターチェンジ（蓮田市）の開設、平成 27 年（2015 年）の首都圏中央連絡自動車道の桶川

北本インターチェンジと白岡菖蒲インターチェンジ間の開通などがあり、主要な高速道路と

の直結により広域交通ネットワークも強化されてきました。ＪＲ宇都宮線については、平成

27 年（2015 年）３月から上野東京ラインによる東海道線までの直通運転を開始し、通勤・

通学等の利便性が大幅に向上しています。 

市民との合意に基づく地区計画としては、平成 13 年（2001 年）に宮山団地地区、平成 14

年（2002 年）に白岡物流センター地区、平成 23 年（2011 年）に白岡西部産業団地地区が

指定され、平成 25 年（2013 年）に白岡西部産業団地が完成しています。 

平成 21 年（2009 年）４月１日には、住民基本台帳の人口が５万人を超え、平成 24 年

（2012 年）10 月に市制施行しました。 

このような中、現行計画は、当初策定から 20 年以上が経過しており、その間、社会経済情

勢等の変化として、災害リスクの拡大、脱炭素社会の実現、デジタル技術・先端技術の進展、

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取組等への対応も求められるようになったことから、現

行計画の見直しを行い、新たな計画として策定を行います。 
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（２） 都市計画マスタープランの位置付け 

本計画は、「第６次白岡市総合振興計画」や「蓮田都市計画 都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針（埼玉県）」などの上位計画に即するとともに、当市の関連部門計画との整合を

図り、定めます。 

今後実施されるまちづくりの個別事業や施策は、本計画に基づき、実施することとなりま

す。 

図 都市計画マスタープランの位置付け 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．計画対象区域・目標年次 

（１） 計画対象区域 

本計画は、行政区域（都市計画区域）全域の 2,492ha（24.92k ㎡）を対象とします。 

（２） 目標年次 

本計画は、おおむね 20 年後の都市の将来像を見据えつつ、「第６次白岡市総合振興計画」

及び「蓮田都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（埼玉県）」の見直しや社会

経済情勢の変化などを踏まえ、計画期間をおおむね 10 年とし、必要に応じて見直しを行いま

す。 

第６次白岡市総合振興計画 
蓮田都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

白岡市都市計画マスタープラン 

即す 即す 

白岡市の個別計画 

●白岡市立地適正化計画 

●白岡市地域公共交通計画 

等 
連携 

まちづくりの個別事業・施策 

●地域地区（用途地域、防火地域、準防火地域） 

●地区計画 

●都市施設（都市計画道路、都市公園、下水道など） 

●市街地再開発事業（土地区画整理事業） 

まちづくり埼玉プラン 

指針 

整合 
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３．計画の構成 

都市計画マスタープランは、「白岡市の現況」「まちづくりの課題」、当市全体のまちづくり

の基本的な方針を示す「まちの将来像・まちづくりの基本方針」「分野別方針」、５地域ごとに

目標（将来像）や整備方針を示す「地域別構想」、目標としたまちづくりの実現に向けて今後

取り組むべき内容を示す「実現化方策」により構成されています。 

表 白岡市都市計画マスタープランの構成 

 

  

第４章 まちの将来像・まちづくりの基本方針 

１．まちの将来像     ２．将来都市構造     ３．まちづくりの基本方針 

第２章 白岡市の現況 

１．白岡市の現況  ２．市民意識 
第３章 まちづくりの課題 

１．基本的課題   ２．分野別課題 

第５章 分野別方針 

第６章 地域別構想 

１．地域区分 

第７章 実現化方策 

１．実現に向けた考え方         ２．実現化のための方策 
３．まちづくりの推進に向けて 

現
況
と
課
題 

全
体
構
想 

地
域
別
構
想 

実
現
化
方
策 

２．大山地域 ３．篠津・西地域 ４．白岡駅周辺地域 

５．新白岡駅周辺地域 ６．東北道東側地域 

１．土地利用に関する方針 ２．道路・交通に関する方針 

３．都市施設等に関する方針 ４．安心・安全に関する方針 

５．自然環境・景観に関する方針 
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４．まちづくりに係る社会潮流 

（１） 人口減少社会を踏まえたまちづくり 

わが国の人口は平成 20 年（2008 年）をピークに減少に転じるとともに、少子高齢化も進

行しています。今後も同様の傾向が続くと予測されており、社会や産業の活力低下や税収の

減少、国や自治体財政力の低下が懸念される中で、都市においては空き家や低未利用地の増

加、地域コミュニティの衰退等の多様な問題が生じることが危惧されています。 

そのため、誰もが暮らしやすい環境の充実を図り、若い世代等の定住人口を増やすととも

に、産業の活性化を推進する等の持続的な成長を見据えた都市づくりが求められています。 

（２） 災害リスクに対応した安心・安全なまちづくり 

我が国は繰り返し震災に見舞われており、地震はいつどこで発生するか予測できないため、

事前に備えておくことが重要となります。また、近年の地球規模での気候変動の影響もあり、

台風や集中豪雨による土砂崩れ・洪水・暴風なども頻発し、その被害が深刻化する傾向がみ

られます。そのため、ハード・ソフト両面にわたる取組により、安心・安全に暮らし続けられ

る災害に強い都市づくりへの対応が求められています。 

（３） 低炭素・脱炭素のまちづくり 

近年、地球温暖化が原因とみられる気候変動により、自然災害が激甚化、頻発化し、市民の

生活に大きく影響を及ぼす極めて深刻な状態となっています。我が国では、2050 年までに国

内における温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることを目標として掲げています。 

当市においても、豊かな自然環境を未来に引き継ぎ、暮らしと社会を持続可能なものとして

いくため、2050 年までに温室効果ガスの排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」を

実現する取組を推進していくことを宣言しています。 

（４） 公民連携のまちづくり 

人口減少社会において、行政だけでまちづくりを進めていくことには限界があり、継続的に

サービスを提供するために、民間事業者や市民等を含めて公民連携のまちづくりを進めていく

必要があります。 

人々の価値観の多様化や都市間競争等を背景に、都市の魅力づくりの重要性が認識されてき

ています。そのため、公共施設等の既存ストックの有効活用をはじめ、市民が主体となってま

ちの魅力やにぎわいを創出するエリアマネジメントの取組等の推進が求められています。 
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（５） デジタル技術、先端技術を生かしたまちづくり 

デジタル化の進展に伴い、AI（人工知能）、IoT（モノのインターネット）、ロボット等の先

端技術の活用が進み、生活利便性の向上だけでなく、経済発展と社会課題の解決の両立が期待

されています。自動運転技術の進化や新たなモビリティの普及等の交通分野のほか、農業、医

療、教育、防災等の幅広い分野で新たな技術が取り入れられており、こうした先端技術の活用

を前提とした都市づくりへの対応が求められています。 

（６） ＳＤＧｓの考え方を取り入れたまちづくり 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）は、2015 年９月の国連サミットにおいて

2030 年までの長期的な開発の指針として採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェ

ンダ」の中核を成す「持続可能な開発目標」で、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に対

する統合的な取組が示されています。このＳＤＧｓの考え方を都市計画マスタープランに取り

入れ、国際社会共通の目標達成に貢献するため、持続可能な都市づくりへの対応が求められま

す。 
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第２章  白岡市の現況 
 

１．白岡市の現況 

（１） 人口 

１）人口の推移 

当市の総人口は、昭和 50 年代から一貫して増加していましたが、近年は微増傾向にあり

ます。令和２年（2020 年）現在 52,214 人で、令和 7 年（2025 年）の 52,276 人をピー

クに減少傾向へ転じて、令和 27 年（2045 年）には 49,095 人となる見込みです。 

年齢３区分別にみると、老年人口は増加傾向にあり、令和 27 年（2045 年）には全体の

36.4％まで増加する見込みです。一方、年少人口と生産年齢人口は減少傾向となっています。 

図 年齢３区分の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓【実測値】各年国勢調査 

【推計値】令和 2 年（2020 年）国勢調査、将来の生残率・純移動率・0-4 歳性比（平成 30 年（2018 年）

推計）（国立社会保障・人口問題研究所）、合計特殊出生率の年次推移（埼玉県 保健医療部 保

健医療政策課）を基に推計 
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２）人口の分布 

令和２年（2020 年）における市街化区域内の人口密度は、都市計画運用指針において既

成市街地の最低基準とされる 40 人/ha 以上を上回るエリアがほとんどであり、白岡駅と新

白岡駅周辺では 100 人/ha 以上となる箇所もみられ、市内でも特に高くなっています。令

和 27 年（2045 年）においても、白岡駅と新白岡駅周辺では高い人口集積が見込まれてい

ます。 

市街化調整区域においては、既存集落で一定程度の人口集積がみられます。 

図 令和２年（2020 年）の人口密度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓令和２年（2020 年）国勢調査 

 

図 令和 27 年（2045 年）の人口密度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓平成 27 年（2015 年）国勢調査、将来の生残率・純移動率・子ども女性比・0-4 歳性比（平成 30 年

（2018 年）推計）（国立社会保障・人口問題研究所）を基に推計、日本の地域別将来推計人口（平成 

30 年（2018 年）推計）（国立社会保障・人口問題研究所）に合計が一致するよう一律補正 
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（２） 土地利用 

当市の土地利用の現況は、市街化区域内では住宅用地が約 50%近くを占めるなか、白

岡駅と新白岡駅の周辺には駐車場等の低未利用地が点在しています。 

市街化調整区域では、田畑が広がる中に既存集落が分布しています。 

図 令和２年の土地利用現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓令和２年度（2020 年度）都市計画基礎調査 

 

（３） 都市計画等の概況 

１）都市計画区域 

当市は、蓮田都市計画区域（5,220ha（52.2 ㎢））に含まれ、内訳は蓮田市（2,728ha

（27.28 ㎢））及び白岡市（2,492ha（24.92 ㎢））となっています。 
 

２）市街化区域及び市街化調整区域 

市街化区域は 545ha（5.45 ㎢）で、当市の中央部と新白岡駅周辺に指定されており、市

域面積の 21.9％を占めています。 

市街化調整区域は 1,947ha（19.47 ㎢）で、主に当市の東部と西部に広い範囲で指定さ

れており、市域面積の 78.1％を占めています。 
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３）地域地区（用途地域、防火・準防火地域） 

用途地域の構成割合は、住居系 82.1％、商業系 4.3％、工業系 13.6％となっています。 

防火地域の指定は、新白岡駅の東口地区及び西口地区の近隣商業地域 8.0ha、準防火地域

の指定は、白岡駅東口地区の近隣商業地域 3.2ha、白岡西部産業団地地区 15.7ha となって

います。地区計画は、住居系４地区、工業系３地区の合計７地区が指定されています。 

表 用途地域の指定状況 

区 分 面積(ha) 割合(％) 

都市計画区域 2,492 - 

 市街化区域 545 21.9 

 第一種低層住居専用地域 38.3 7.0 

第一種中高層住居専用地域 72.8 13.4 

第二種中高層住居専用地域 140.9 25.9 

第一種住居地域 156.9 28.8 

第二種住居地域 10.3 1.9 

準住居地域 28.0 5.1 

近隣商業地域 16.2 3.0 

商業地域 7.0 1.3 

準工業地域 8.0 1.5 

工業専用地域 66.3 12.2 

市街化調整区域面積 1,947 78.1 

出典︓白岡市資料  ※市街化区域の面積は各面積を合算しても端数処理の影響から合致しない。 

図 用途地域等の指定状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓白岡市都市計画図 
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４）市街地開発事業等（土地区画整理事業） 

市内では 7 箇所で市街地開発事業等が実施されており、新白岡駅周辺や県道さいたま栗橋

線沿道周辺などにおいて、良好な都市基盤が整備されています。また、現在白岡駅東口にお

いて、土地区画整理事業が進められています。 

図 市街地開発事業等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典︓令和２年度（2020 年度）都市計画基礎調査 ※番号の事業は下表参照 

 

表 市街地開発事業等の状況 

 事業名 事業主体 施行年度 

区域面積 

計画人口 
計 

市街化 

区域 

調整 

区域 

① 白岡篠津土地区画整理事業 白岡町 S44～S52 98.6 98.6 0.0 8,000 

② 原ケ井戸・東土地区画整理事業 白岡町 S61～H15 11.9 11.9 0.0 1,200 

③ 野牛・高岩土地区画整理事業 白岡町 S62～H27 56.2 56.2 0.0 4,800 

④ 白岡駅東部中央土地区画整理事業 白岡町 H8～R10 30.4 30.4 0.0 2,700 

⑤ 白岡市総合運動公園 白岡町 H7 14.9 0.0 14.9 0 

⑥ テクノパーク白岡 環境事業団 H7～H9 3.9 0.0 3.9 0 

⑦ 白岡西部産業団地 埼玉県企業局 H24～H25 15.7 0.0 15.7 0 

出典︓白岡市 

  

① ② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 
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５）都市計画道路の状況 

当市の都市計画道路の整備率は、74.0％となっていますが、白岡駅周辺では整備中の区間

が多くみられます。また、都市計画道路太田新井小久喜線など長期未整備の都市計画道路が

存在します。 

図 都市計画道路の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典︓白岡市都市計画図、白岡市都市計画マスタープラン、 

      都市計画道路の決定(変更)状況【埼玉県】、令和４年度（2022 年度）都市計画現況調査【国土交通省】 
６）公共交通の徒歩利用圏域 

市内には JR 宇都宮線の駅が２箇所あります。路線バスは白岡駅西口と市外を結ぶルート

が運行されていますが、東北道東側は利用圏外となっています。オンデマンド型地域公共交

通サービス（のりあい交通）が市内全域を対象に運行しています。 

図 白岡市の公共交通徒歩圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓朝日自動車株式会社 HP、丸建つばさ交通株式会社 HP、白岡市「のりあい交通目的地一覧」 

16



 

 

（４） 水と緑 

１）河川・湖沼 

白岡市内には７本の一級河川が流れています。柴山沼は、県内の自然沼としては、川越

市の伊佐沼に次ぐ広さです。 

図 市内の河川・湖沼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓令和２年度（2020 年度）都市計画基礎調査 

 

２）都市公園・緑地の配置状況 

市内には現在 31 箇所（37.79ha）の都市公園が整備されており、１人当たり公園面積は

7.27 ㎡/人となっています。市街地開発事業等により、街区公園が整備されています。 

図 市内の都市公園と緑地の配置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典︓令和２年度（2020 年度）都市計画基礎調査 
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（５） 防災 

１）洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

利根川が想定最大規模の降雨により氾濫した場合には、市全域にわたって浸水が想定さ

れます。 

図 白岡市の洪水浸水想定区域(利根川・想定最大規模) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓利根川水系利根川洪水浸水想定区域図 

 

２）全壊率（地域内の建物の中で全壊する可能性の高い建物の割合） 

市内直下型地震が発生した場合、建築年数が古い建物が全壊となる可能性があり、全壊

率の高い地域は、市全域に分布しています。 

図 市内建物の全壊可能性がある箇所の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓白岡市地域の危険度マップ  
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２．市民意識 
 

都市計画マスタープランの策定に当たり、当市に居住する市民の意向を把握するため、市民

意識調査を実施しました。 

 

■調査概要（白岡市都市計画マスタープラン改定に向けたアンケート調査） 

配布数 回答数（内訳） 有効回答率 

1,500 566（紙面 436・Web130） 37.7％ 

 

＜白岡市の魅力＞ 
「白岡市にはどのような魅力があると思いますか。」との問いに、多くの市民がインターチェ

ンジ（IC）及びスマートインターチェンジ（SIC）、鉄道等の交通利便性を魅力と感じているほ

か、都心に近くありながらも自然環境が豊かである点を魅力と感じています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

349 件（61.7%) 

266 件（ 47%)

227 件（40.1%) 

160件（28.3%) 

123件（21.7%)

96件（17%)

92件（ 16.3%)

90 件（15.9%) 

76件（13.4%)

38件（6.7%) 

29 件（5.1%) 

29 件（5.1%) 

25件（4.4%) 

45件（ 8%) 

インターチェンジが近くにあり、高速道路が利用しやすい

都心に近い距離にありながら、田・畑や自然環境が豊かである

白岡駅と新白岡駅があり、通勤・通学に便利

地形が平たんであり、自転車などでの移動がしやすい

中央公民館等、学びや趣味の活動をする公共施設が整備されている 

特産品の梨や米等の農産物がおいしい

良好な住宅地が形成されて街並みがきれい

総合運動公園等、スポーツを楽しめる施設が整っている 

元荒川や柴山沼等の水辺が多く景色がよい

行政区や自治会をはじめ、地域コミュニティ活動が盛んである 

保育所・学童保育所が整備されている

日照時間が長く、屋外での活動がしやすい 

寺社仏閣や文化財が多く歴史が感じられる 

その他 

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝ 566, 複数回答 1,658件
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＜白岡市の課題＞ 

「白岡市にはどのような課題があると思いますか。」との問いに、駅前やまちなかの商業施

設をはじめ、市内に楽しめる場所がないことを課題と捉えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後力を入れるべきまちづくり＞ 

「今後どのようなことに力を入れてまちづくりをするべきと思いますか。」との問いに、遊ぶ

ところや買い物施設の誘致、子供から高齢者、障がい者など誰もが過ごしやすい環境を望んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

296件（52.3%)

251件（44.3%)

221件（39%)

217件（38.3%)

197件（34.8%)

181件（32%)

160件（28.3%)

159件（28.1%)

156件（27.6%)

150件（26.5%)

106件（18.7%)

92件（16.3%)

90件（15.9%)

39件（6.9%)

遊ぶところや買物施設を多くする

子どもから高齢者、障がい者など

誰もが過ごしやすい環境を整える

病院や診療所を充実させる

電車やバス等を利用しやすくする

地震や豪雨等の災害に強いまちにする

自然豊かな環境が守られるようにする

都市基盤整備を整え、良好な住宅地をつくる

子育て環境や教育環境を充実させる

働きたいと思う場所をたくさんつくる

公的サービスをわかりやすくお知らせする

スポーツ・文化施設を充実させる

楽しいイベントを充実させる

地域でふれあい住民がつながれるようにする

その他

0% 20% 40% 60%

ｎ＝566,複数回答2,325件

456件（80.6%)

298件（52.7%)

238件（42%)

206件（36.4%)

199件（35.2%)

179件（31.6%)

175件（30.9%)

157件（27.7%)

156件（27.6%)

127件（22.4%)

63件（11.1%)

53件（9.4%)

50件（8.8%)

57件（10.1%)

駅前に飲食店や店舗が少なく、まちなかで食事や買物を楽しめない

娯楽・レジャー施設が充実しておらず、市内に楽しめる場所が少ない

歩道や自転車道が不十分であり、徒歩や自転車での移動がしづらい

日用品を買物できる場所が少なく、日常の生活が不便である

空家・空店舗等が増え、地域が閑散としている

働きたい場所や産業が少なく、市外へ働きに行かざるを得ない

電車やバス等の公共交通サービスが充実しておらず、外出がしづらい

地域の賑わいが感じられず、住民同士のつながりが希薄である

荒廃した農地があり、景観の悪化や害虫の発生等が懸念される

病院等の医療機関が少なく、病気やけがの受診がしづらい

公園の数が少なく、憩いや子どもが遊べる場所が不足している

保育所や学童保育所等の整備が不十分であり、子育てがしづらい

文化施設等が少なく、市民活動や文化的な活動がしづらい

その他

0% 20% 40% 60% 80%

ｎ＝566,複数回答2,422件
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１．基本的課題 

２．分野別課題 

第３章 
 

まちづくりの課題 
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第３章  まちづくりの課題 
 

１．基本的課題 

当市の今後のまちづくりの基本的課題として、以下の点があげられます。 

 
１．将来的な人口減少を踏まえたコンパクトなまちづくり 

当市の人口は、令和７年（2025 年）をピークに減少傾向へ転じる見込みです。このため、

将来の人口減少に対応した都市機能の集積によるコンパクトなまちづくりが必要となって

います。 

 
２．世代に応じた生活利便性の向上 

10 代後半から 20 代は転出超過であり、大学進学や就職を契機とした市外への転出が伺

えます。一方で子育て世代である 30 代から 40 代は転入が転出を上回る傾向となっていま

す。このため、若者に魅力的な働く場や都市機能の確保、都市景観の形成とともに、新規の

転入者となっている子育て世代などの生活利便性の向上のほか、高齢者世帯の外出や日常生

活を支えるまちづくりが必要となっています。 

また、あらゆる世代が利用しやすいユニバーサルデザインの考え方を基本としたまちづく

りが必要となっています。 

 
３．公民連携・官民ストックの有効活用による地域活性化 

将来的な人口減少により歳入の大幅な伸びが期待できない中、新たな都市基盤の整備や公

共施設の維持が困難になることが予想されます。また、人口減少や少子高齢化が進むことに

より、自治会など地域活動の担い手となるコミュニティの維持が困難になることが予測され

ます。 

このため、公共施設や公的不動産、空き家などの官民ストックを有効活用するとともに、

この官民ストックを活用するための、新たなまちづくりの協働体制となるエリアマネジメン

トの実施など地域の価値を高めるまちづくりが求められます。 

また、官民ストックの価値を高める上では、民間の資金やノウハウを活用した多様なサー

ビスの提供の検討が必要となっています。 
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２．分野別課題 
 

■土地利用に係る課題 

＜住居系土地利用＞ 

●立地適正化計画に位置付けられた居住誘導区域への居住促進 

人口減少が見込まれる中で、一定の人口密度を確保するため、立地適正化計画に位置付け

られた居住誘導区域への居住促進が必要となっています。 

●市街化調整区域の既存集落の住環境の維持とアクセス性の確保 

市街化調整区域の既存集落では、高齢化が進展しており、住環境の維持とともに、都市機

能の集積する拠点や沿道サービス拠点とのアクセス性の確保が必要となっています。 

●空き家等の既存ストックの有効活用 

空き家が多く存在し、今後、増加が懸念されることから、空き家のリノベーションや流通

の促進を図り、既存ストックの有効活用を図っていく必要があります。 

＜商業系土地利用＞ 

●低未利用地の有効活用による地域価値の向上 

白岡駅と新白岡駅周辺には、公的不動産や駐車場等の空き地が点在するなど、低未利用地

が多く、都市のスポンジ化が懸念されます。低未利用地の有効活用により、地域価値や不動

産価値を向上させることが必要となっています。 

●市街地整備と一体となった身近に買い物ができる商業環境の整備 

市内の商店は、近年は微増しているものの、長期的には減少傾向にあります。このため、

子育て世帯や高齢者などがアクセスしやすい市街地整備と一体となった商業環境の整備が

必要となっています。 

●地域住民の利便性の向上に資する沿道サービス機能の充実 

当市では、白岡駅周辺を中心に商店街が広がっており、県道さいたま栗橋線沿いには商業

施設が多く立地しています。一方、市域東側では、商業・業務施設の集積は少ない状況にあ

ります。このため、地域住民の利便性の向上に資する沿道サービス機能の充実が必要となっ

ています。 
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＜工業系土地利用＞ 

●広域的な交通利便性を生かした職住近接型の産業基盤づくり 

白岡菖蒲インターチェンジ周辺では、その広域的な交通利便性に優れている立地特性を生

かし、白岡西部産業団地、テクノパーク白岡、白岡物流センターなどが整備されています。

引き続き、高速道路のインターチェンジ周辺や主要幹線道路沿線に、豊かな田園環境と調和

した職住近接の産業基盤づくりを積極的に推進することが必要となっています。 

＜農業系土地利用＞ 

●多面的機能を有する都市農地の保全・活用 

市街化区域の農地として、平成 25 年（2013 年）から平成 27 年（2015 年）に生産緑地

地区を 27 か所指定しています。生産緑地地区は、農業生産のみならず、市街化区域におけ

る防災、景観形成、環境保全、農業体験・学習の場など、多面的機能を有することから、市

街地のインフラとして、保全・活用が必要となっています。 

●市街化調整区域の優良農地の維持・保全 

公共施設や住宅地等への転用によって全般的に農地が減少傾向にあります。農産物の生産

とともに、保水・遊水機能や当市の緑豊かな景観等を支える農地については、集約化や生産

性の高い新たな農業等への取組を進め、良好な状態で維持・保全することが必要となってい

ます。 
 

 

 

■道路・交通に係る課題 

＜道路＞ 

●白岡駅と市の東西を結ぶ骨格軸となる都市計画道路の整備推進 

都市計画道路の整備により、市内の道路ネットワークの構築を推進しています。現在は、

白岡駅に向かう東西方向の骨格軸として重要性が高い都市計画道路白岡駅西口線、白岡駅東

口線及び白岡宮代線が整備中です。 

●市内幹線道路ネットワークの形成と生活道路の利便性・安全性の向上 

主要な公共施設を結ぶ交通網の充実や、広域的なネットワークの形成などを図るため、幹

線道路の整備を行うとともに、市民の生活に密着した道路の整備を実施してきました。引き

続き、広域的なネットワーク形成に向けた幹線道路等の整備や管理者の適正化とともに、生

活道路の補修・更新による利便性や安全性の向上が必要となっています。 
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●コンパクト・プラス・ネットワークの形成に向けた都市計画道路の整備 

将来の人口減少に対応した都市機能の集積によるコンパクト・プラス・ネットワークの形

成に対応するため、都市構造を再構築していくことが重要となっています。このため、都市

計画道路についても目指すべき都市構造に対応したものとするため、土地利用の動向等を踏

まえた道路ネットワークや都市計画決定されたものの長期未整備となっている都市計画道

路の見直しが必要となっています。 

＜交通＞ 

●持続可能な公共交通ネットワークの構築 

当市の路線バスは、４路線あり、市内全域を運行エリアとした地域公共交通サービスとし

てオンデマンド型地域公共交通サービス（のりあい交通）が運行されています。 

「白岡市立地適正化計画」では、白岡駅及び新白岡駅を拠点としたネットワークを図る都

市構造の形成を目指すこととしているため、高齢者や子育て世代、学生などの生活利便性の

向上と、市民ニーズに対応した適正かつ持続可能なサービスレベルの実現を目指して、路線

バス及び「のりあい交通」の利便性向上を図るとともに、地域公共交通計画に基づき、最適

な公共交通ネットワークの構築を検討していく必要があります。 
 

 

 
■都市施設等に係る課題 

＜公園緑地＞ 

●市民のニーズに即した身近な街区公園の利用と管理 

市民の身近な公園として街区公園が多く整備されていますが、少子高齢化の進展や防災意

識の向上などを踏まえ、公園施設のリニューアルやバリアフリー化、防災機能の強化などが

求められます。また、市民参加による日常的な管理など、快適で愛される公園の維持が求め

られます。 

●民間との連携による公園の魅力化の推進 

総合運動公園や柴山沼などの都市公園が整備されており、市民の憩いやスポーツの場とな

っています。都市公園を新たな核として、地域コミュニティの活性化を図るため、公募設置

管理制度（Park-PFI）などの活用による都市公園の整備・更新が必要となっています。 
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＜下水道＞ 

●下水道事業の推進と合併処理浄化槽への転換促進 

公共下水道の普及率、水洗化率は上昇傾向にあり、引き続き、市街化区域内の未整備地区

の解消と、供用開始区域での水洗化の普及が必要となっています。 

また、河川の水質浄化等に向け、下水道及び農業集落排水整備区域外での合併処理浄化槽

への転換促進が必要となっています。 

＜ごみ処理施設＞ 

●ごみ処理施設の適切な維持・更新 

当市では、蓮田白岡衛生組合の蓮田白岡環境センターで、ごみの焼却や粗大ごみの処理、

し尿処理に取り組んでいます。ごみ処理・し尿処理施設の適切な維持管理及び効率的かつ効

果的な施設整備・更新を行っていく必要があります。 

＜長寿命化＞ 

●インフラ施設・公共施設の長寿命化 

当市のインフラ施設や公共施設は、人口増加が急速に進んだ昭和 40 年代から整備が進め

られたことから、現在は老朽化が進んでいる施設があり、個別施設の長寿命化計画や維持管

理計画の策定による計画的な維持修繕、更新が必要となっています。 
 

 

 

■安心・安全に係る課題 

＜地震＞ 

●地震等の災害の発生に対する対策強化 

市内には、市直下型地震が発生した場合などには、建物倒壊の可能性がある地域が既存集

落等に存在していることから、避難場所等の確保や建築物・ライフラインの耐震化等による

災害に強いまちづくりが必要となっています。 

＜風水害＞ 

●多発する集中豪雨等に対する治水対策の強化 

利根川が想定最大規模の降雨により氾濫した場合には、人口密度が高いエリアを含む西地

区の一部では３ｍから５ｍの浸水深になると予想されています。このため、河川・用排水路・

湖沼の適正な維持管理、雨水排水施設の整備、農地の保全など、計画的な治水対策に取り組

むことが必要となっています。 
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＜防犯・交通安全＞ 

●犯罪や交通事故が発生しにくいまちづくり 

近隣市と比較して犯罪率は低く、交通事故発生率は同程度となっていますが、今後、高齢

化が進むことで、高齢者を狙う犯罪や交通弱者が増えることが懸念されます。このため、引

き続き、防犯灯や交通安全施設の整備など、犯罪や交通事故が発生しにくいまちづくりが必

要となっています。 

 

 
 

■自然環境・景観に係る課題 

●グリーンインフラとしての緑地の保全・活用 

グリーンインフラの整備により、地球温暖化の緩和や浸水対策、生き物の生息・生育空間

の提供など環境への効果とともに、市街地での集客や不動産価値の向上などが期待できます。 

市内には農地のほか、自然の緑、屋敷林や神社仏閣等が残されており、都市 CO2 の吸収

源や防災対策、良質な景観となる緑地空間として保全・活用することが必要となっています。 

●緑の骨格を形成する河川等の水辺空間の保全・活用 

市内を流れる元荒川や見沼代用水、柴山沼等は、良好な水辺空間となっており、都市に潤

いを与える緑のネットワークや生物多様性が確保された水辺空間としての維持管理が必要

となっています。 

●都市としての魅力ある景観の形成 

都市景観は、地域の歴史や市民の暮らしを反映し、都市の印象や雰囲気などを含めた良好

な都市空間の要素となります。市では、白岡ニュータウンやパークシティ白岡などの良好な

都市景観を形成しているエリアがあり、これらの街なみ景観の保全とともに、都市として魅

力を高める駅周辺の景観づくりが必要となっています。 

●都市と自然・田園が共生する適正な景観の誘導 

白岡菖蒲インターチェンジ周辺における工業系産業施設の整備に当たっては、周辺環境と

調和した市の新たな玄関口にふさわしい景観の形成を図るため、「埼玉県景観条例」及び「埼

玉県景観計画」に基づく、適正な景観の誘導が必要となっています。 
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第４章  まちの将来像・まちづくりの基本方針 
 

１．まちの将来像 

「第６次白岡市総合振興計画」では、「持続可能なまちづくり」「市民に寄り添うまちづくり」

「チャレンジするまちづくり」の３つをまちづくりの基本理念とし、まちの将来像を「みんな

でつくる 自然と利便性の調和したまち しらおか」として掲げています。 

本計画は、「第６次白岡市総合振興計画」を上位計画とし、主に都市計画やまちづくりの分野

において、まちの将来像の実現を推進するものです。 

このことから、本計画においても、「第６次白岡市総合振興計画」のまちの将来像である「み

んなでつくる 自然と利便性の調和したまち しらおか」をまちの将来像として掲げます。 

 

 

＜まちづくりの基本理念＞        ＜まちの将来像＞ 

  

【第６次白岡市総合振興計画】 

本市は、豊かな自然、広域的な高い交通利便性、災害の少ない安心・安全な環境、歴史ある伝統・文

化など、暮らしやすく魅力的なまちとして発展を続け、成長してきました。 

 また、福祉、教育、環境、産業、都市基盤の整備などの様々な施策を展開し、住みたい、住み続けた

いと思っていただけるまちづくりを進めてきました。 

 本市の自然豊かな環境と都市としての利便性を最大限に生かしつつ、市民一人一人のまちづくりへの

想いを大切にし、自然と調和した住みやすく魅力のあるまちを市民と作り上げていくとともに、先人た

ちによって築き上げられてきた自然、歴史、文化、街並みなどの財産を次世代に継承していくまちの姿

を描いています。 
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２．将来都市構造 

将来都市構造は、将来像である「みんなでつくる 自然と利便性の調和したまち しらおか」の

実現を目指すため、都市の姿を分かりやすく示すものです。 

都市機能が集積し、都市活動の中心となる地区を「都市核（核）」、市民や事業者が集い活動す

る場を「拠点」、また、人の移動や「都市核（核）」、「拠点」を結ぶ「都市軸（軸）」の３要素から

構成します。 

 

【都市核（核）】 

 
人口密度や都市機能の集積状況を踏まえ、駅周辺に日常生活に必要な都市機能を集積する

都市核を設定します。 

（１） 中心核 

白岡駅周辺地域を『中心核』として位置付け、市内外から訪れる人の利便性を高める商業・

業務機能など様々な都市機能を集積し、当市の顔となる都市空間の形成を図ります。 

（２） 地域核 

新白岡駅周辺地域を『地域核』として位置付け、地域住民の生活を支える都市機能を集積

し、良好な居住環境の保全と便利で快適な都市空間の形成を図ります。 
 

 

【拠点】 

 

市全体の中で特徴的な機能を有し、市民や事業者が集うエリアを拠点として設定します。 

（１） 産業拠点 

白岡工業団地及び白岡西部産業団地周辺を『産業拠点』として位置付け、当市の広域的な

交通利便性を生かした産業を誘致する拠点形成を図ります。 

（２） 交流拠点 

柴山沼周辺、白岡市役所周辺、東武動物公園周辺を『交流拠点』として位置付け、趣味や

スポーツ、レクリエーションを通して市内外の人々が交流する拠点形成を図ります。 
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【都市軸（軸）】 

 

核や拠点を相互に結び、連携していく上で骨格となる交通網等を都市軸として設定します。 

（１） 広域交通軸（道路）     （鉄道） 

首都圏中央連絡自動車道、東北縦貫自動車道及びＪＲ宇都宮線を都心や隣接する県との広

域的な連携を担う『広域交通軸』として位置付けます。 

（２） 都市間交通軸     （計画・構想） 

国道 122 号、県道さいたま栗橋線、県道春日部菖蒲線、県道蓮田白岡久喜線、県道さいた

ま幸手線、都市計画道路篠津柴山線、都市計画道路白岡篠津線及び都市計画道路白岡久喜線

等を周辺都市や市内地域の連携を担う『都市間交通軸』として位置付けます。 

計画・構想路線については、社会状況の変化や将来的な土地利用状況を踏まえて、位置付

けや整備優先度を検証していきます。 

（３） 都市・拠点間の連携軸 

コンパクト・プラス・ネットワークの形成のため、路線バスやオンデマンド型交通などの

公共交通を『都市・拠点間の連携軸』として位置付けます。 
 

 

 

 

 

＜写真＞ 
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＜将来都市構造図＞ 
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３．まちづくりの基本方針 

白岡市の現況・まちづくりの課題、まちづくりに係る社会潮流、市民意識等を踏まえ、以下

のとおりまちづくりの基本方針を定めます。 

また、「第６次白岡市総合振興計画」のまちづくりの基本理念である「持続可能なまちづく

り」「市民に寄り添うまちづくり」「チャレンジするまちづくり」の考え方のもと、まちづくり

を進めていきます。 

 

 

基本方針１ コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり 

将来的に人口減少が進むと、人口密度の低下による生活に必要な施設の撤退や、駅周辺の

市街地に空き地等が不規則に生じる都市のスポンジ化などが顕在化し、生活利便性や地域価

値の低下などが懸念されます。 

  将来に豊かな生活環境を引き継ぐために、駅周辺においては、生活に必要な都市機能の集

積や既存ストックの有効活用などを図ります。また、駅から離れた地域においても、生活利

便性の維持・向上を図るとともに、公共交通等で駅周辺へのアクセス性を確保する「コンパ

クト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを推進します。 

 

 

基本方針２ 安心・安全に暮らせるまちづくり 

近年、地球温暖化や気候変動を起因とする風水害や、首都直下型地震をはじめとした大規

模な地震など、自然災害のリスクが懸念されています。 

また、暮らしの中においても、犯罪や交通事故などの危険を未然に防ぎ、安心して生活で

きる地域づくりが求められています。 

将来に渡り、市民が安心して暮らし続けられるようにするため、自然災害に対する防災・

減災の取組や防犯・交通安全対策など安全で強靭な都市づくりを推進します。 

 

 

基本方針３ 誰もが住み続けられるまちづくり 

少子高齢化の進展などにより、子どもから高齢者、障がいのある方、Ｕ・Ｉ・Ｊターンの

居住者など、誰もが快適に過ごしやすい環境を整えることが求められています。 

誰もが住み慣れた地域で、いつまでも暮らし続けられるように、医療・福祉・介護・子育

て支援などの市民の生活を支える都市機能の充実やバリアフリー化の推進を図るとともに、

ユニバーサルデザインに配慮した誰もが快適に暮らしやすいまちづくりを進めます。 
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基本方針４ 暮らしの質を向上させるまちづくり 

  成熟した社会において、人々の価値観やライフスタイルが多様化しています。特に、新型

コロナウィルス感染症の感染拡大を契機として働き方が多様化するとともに、高齢化などに

より、市民の居住地で生活する時間が増え、日常生活を営む身近な地域の価値が見直されて

きています。 

  身近な地域での生活利便性の向上を図るとともに、人々の交流や豊かな自然環境を感じる

ことで、生活の中に楽しみや安らぎを実感することができるまちづくりを推進します。 

 

 

基本方針５ 地域経済の活力を生むまちづくり 

  当市には、高速道路のインターチェンジから近いという広域的な交通利便性の高さがあり

ます。一方で、市民からは、飲食店や商業施設が不足しており、買物や滞在できる場所が少

ないという声が多くあります。 

当市の強みである広域的な交通利便性を生かして、産業の誘致を図るとともに、商業振興

施策との連携により、地域ににぎわいと活力を生むまちづくりを進めます。 

 

 

基本方針６ 公民連携で地域課題に取り組むまちづくり 

  デジタル社会の進展や社会情勢の変化により、対応すべき地域課題が複雑化・多様化して

います。一方で、厳しい財政状況や限られた人的資源の中で、行政だけで全ての課題にきめ

細やかに対応することが難しい状況になっています。 

  行政と市民や民間事業者等が対等な関係で、それぞれの強みを生かして、地域課題の解決

やまちづくりの幅広い分野で連携・協力してまちづくりを進めます。 
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第５章  分野別方針 
 

１．土地利用に関する方針 

（１） 基本的な考え方 

将来的な人口減少や少子高齢化が懸念される中で、人口密度の低下や空き地等が不規則

に発生する都市のスポンジ化などにより、生活に必要な施設が撤退し、生活利便性や地域

価値が低下することが懸念されます。 

また、当市は、近隣市と比較して昼夜間人口比率が低い状況になっています。一方で、

新型コロナウィルス感染症の感染拡大を契機として、働き方が多様化するとともに、高齢

化などにより、市民の居住地で過ごす時間が増え、日常生活を営む身近な地域の価値が見

直されてきています。 

そのため、将来都市構造で都市核に位置付けた白岡駅及び新白岡駅周辺において、住宅

や生活に必要な都市機能の集積を図るとともに、都市基盤整備の推進や既存ストックの有

効活用により、人々が滞在したくなる居心地の良い都市空間の形成を図り、質の高いコン

パクトな土地利用を推進します。 

また、市街化調整区域では、水害などの自然災害のリスクが増す中、多面的機能を有す

る農地・緑地を保全する必要があるため、無秩序な市街地の拡大を抑制します。 

一方で、高齢化が進む既存集落や既存住宅団地における地域コミュニティの維持や広域

的な交通利便性を生かした産業基盤整備などに対応するため、市域全体の状況を踏まえ

て、農地や自然環境に配慮した計画的な土地利用を進めます。 

さらに、新たな都市機能や産業基盤等に係る開発に際しては、周辺環境との調和や地域

の状況に応じた対応が図られるよう適切な誘導を行います。 

 

（２） 基本方針 

１）住宅系土地利用 

【住宅地】 
・住宅地については、原則として、新たな市街化区域の拡大は行わないこととし、現在の

市街化区域内において、適正な人口密度が保たれるように、快適で利便性の高い住環境

の形成を推進します。 

・白岡駅東口周辺地区については、土地区画整理事業を積極的に推進していくことで、都

市基盤を整備し、市内外から事業区域内への居住促進を図ります。 
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・白岡ニュータウンなどの民間開発や土地区画整理事業によって整備された住宅地は、地

区計画制度の適切な運用、空き家の流通促進等により良好な居住環境の保全を図ります。 

 
２）商業系土地利用 

【商業・業務地】 

●白岡駅周辺 

・白岡駅周辺は、市の中心核として、駅前広場の整備や土地区画整理事業の推進など

により、駅周辺の安全性と利便性の向上を図り、地域経済や市民の日常生活を支え

る商業・業務地としての土地利用を推進します。 

・駅前通りとなる都市計画道路白岡駅西口線及び白岡駅東口線の沿道においては、商

業振興施策と連携した店舗等の出店促進や歩行者空間の確保などにより、人々が滞

在したくなる居心地の良い都市空間の形成を目指します。 

●新白岡駅周辺 

・新白岡駅周辺は、市の地域核として、都市計画道路新白岡駅東口線及び新白岡駅西

口線沿道を中心に地域住民の日常生活を支える商業・業務地としての土地利用を推

進します。 

・住民主体のエリアマネジメントの促進を図り、低未利用の公有地など官民の既存スト

ックを有効活用することで、駅周辺に人の流れやにぎわいを生む土地利用を推進しま

す。 

 

【沿道サービス型商業地（市街化区域）】 

・県道さいたま栗橋線沿道については、広域的な交通利便性の良さを生かし、沿道サー

ビス型の商業・業務地としての土地利用を推進します。 

 

【沿道サービス誘導地（市街化調整区域）】 

・県道春日部菖蒲線及び県道さいたま幸手線などの交通量が多い幹線道路の沿道におい

ては、地域住民の利便性の向上に資する沿道サービス施設などの立地誘導を目指しま

す。 

 

【沿道サービス・産業誘導地】 

・国道 122 号沿いにおいては、白岡菖蒲インターチェンジの交通利便性を生かした沿道

型の商業や産業の立地誘導を目指します。 
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３）工業系土地利用 

【工業地】 

・白岡工業団地、白岡西部産業団地及びテクノパーク白岡地区などの既存の工業地につ

いては、当市の工業機能を担う地区として、操業環境の保全を図ります。 

・久喜白岡ジャンクションの南側の東北縦貫自動車道と姫宮落川に挟まれた地域につい

ては、農地等の周辺環境に配慮しながら、工業系の土地利用を推進します。 

 

 

４）新たな土地利用 

【産業系土地利用誘導地】 

●白岡中学校北側区域 

・白岡中学校周辺の県道春日部菖蒲線北側区域については、広域的な交通利便性を生

かし、住宅や教育などの周辺環境に配慮しつつ、土地区画整理事業等による市民の

生活に資する産業系の土地利用を推進します。 

●白岡西部産業団地北側地区 

・白岡西部産業団地北側地区については、広域的な交通利便性を生かし、既存工業団

地とのつながりや農地等の周辺環境との調和に配慮しながら、土地区画整理事業等

による産業系の土地利用を推進します。 

 

【次世代型農業・産業系土地利用誘導地】 

●篠津北東部地区 

・都市計画道路篠津柴山線と白岡篠津線が交差する篠津北東部地区については、土地

改良事業により、生産性の高い次世代型の農業系土地利用を図ります。また、広域

的な交通利便性を生かし、農地や周辺環境に配慮しつつ、産業系の土地利用を推進

します。 

 

【複合的土地利用誘導地】 

●白岡中学校南側区域 

・白岡中学校周辺の県道春日部菖蒲線南側区域については、地域の医療を支える医療

施設の立地促進を図ります。また、住宅や教育などの周辺環境に配慮しつつ、既存

企業の操業環境の保全を図るとともに、研究施設等の立地誘導を図ります。 
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５）交流系土地利用 

【交流・レクリエーション地】 

●柴山沼周辺 

・柴山沼周辺については、観光資源としての柴山沼を生かし、地域の活性化や市内外

の人々の交流の拠点となるような土地利用を検討します。 

●白岡市役所周辺 

・白岡市役所周辺は、文化、健康、福祉に係る公共施設、スポーツや憩いの場となる

公園が整備されていることから、既存施設を有効活用し、地域の活性化や市内外の

人々の交流の拠点となるような土地利用を推進します。 

●東武動物公園周辺 

・東武動物公園周辺については、都市計画道路白岡宮代線の延伸計画の検討と合わせ

て、東武動物公園の集客力を生かし、地域の活性化や市内外の人々の交流の拠点と

なるような沿道の土地利用を検討します。 

 

 

６）農住系土地利用 

【農用地】 

・市街化調整区域にある優良農地は、今後も生産性の高い農地として保全を図ります。

また、生産性の高い次世代型の農業系土地利用などにより、農地の活用・保全を図り

ます。 

・農地は、農産物の生産とともに、水害を防止する保水・遊水機能や景観形成など多面

的な機能を有していることから、農地の集約化などにより保全を図ります。 

 

【農住共生住宅地・住宅団地】 

・市街化調整区域の既存の住宅と農地が共生する既存の集落区域及び既存の住宅団地で

は、公共交通の利便性向上や空き家等の既存ストックを地域資源として、地域の再生

や地域コミュニティ維持、定住促進、観光振興等の取組に活用することにより、営農

環境やゆとりある良好な居住環境の保全を図ります。 

・市街化調整区域内の既存集落において、地域コミュニティの維持・活性化を図るた

め、集落を維持する方策について研究します。 
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＜土地利用の方針図＞ 
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２．道路・交通に関する方針 

（１） 基本的な考え方 

当市の道路網は、東北縦貫自動車道や県道さいたま栗橋線及び県道さいたま幸手線が南

北に、また、首都圏中央連絡自動車道や県道春日部菖蒲線が東西に通っており、当市の道

路の骨格を形成しています。 

鉄道は、ＪＲ宇都宮線の白岡駅及び新白岡駅があり、白岡駅周辺は市内における中心核

を、新白岡駅周辺は地域核を形成しています。 

路線バスは、２社４路線が運行されています。また、高齢者や駅・バス停から離れた地

域の居住者の生活利便性の向上を図るため、オンデマンド型地域公共交通サービス（のり

あい交通）が市内全域で運行されています。 

現在、白岡駅と市の東西地域を結ぶ都市計画道路白岡駅西口線、白岡駅東口線及び白岡

宮代線の整備を進めています。 

将来の人口減少を見据えて、白岡駅及び新白岡駅を核としたコンパクトな都市構造の形

成に向けて、市内における道路ネットワークの整備・検討を進めるとともに、公共交通の

利便性の向上を図ります。 

また、歩行者・自転車が安全で快適に通行できる道づくりや、新技術の導入・デジタル

化に対応した新たな公共交通サービスの検討など、子どもから高齢者、障がいのある方な

ど誰もが出歩きやすいまちづくりを推進します。 

 

（２） 基本方針 

１）都市交通基盤の整備 

【都市の骨格となる幹線道路の整備】 
・当市の中心核である白岡駅へ向かう東西方向の都市軸として、都市計画道路白岡駅西口

線、白岡駅東口線及び白岡宮代線の整備を推進します。 

・当市の中心核となる白岡駅周辺と地域核となる新白岡駅周辺を結ぶ都市計画道路白岡久

喜線の新白岡駅周辺地域及び白岡駅東部中央土地区画整理事業区域内については、整備

済の区間となっています。今後は、未整備区間の事業化を検討します。 

・県道春日部菖蒲線の混雑緩和に向けた対策を促進します。 

・将来の交通量等を勘案し、道路ネットワークや長期未整備の都市計画道路の見直しを検

討します。 
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・新たな開発に伴う交通量が周辺の幹線道路や生活道路に影響を及ぼさないよう指導、助

言に努めます。 

 

【構想路線の検討】 
・都市計画道路白岡宮代線は、東北縦貫自動車道で分断されている東北道東側地域と白岡

駅東口を連絡する重要な路線です。今後は、県道さいたま幸手線や宮代町方面へのアク

セス向上を図るため、同路線の延伸について検討します。 

・地域住民の生活を支える地域核となる新白岡駅周辺から宮代町方面や久喜市方面への幹

線道路の整備について、近隣市町と意見交換を行いながら検討します。 

・蓮田市において、当市と伊奈町を結ぶ（仮称）北部道路を構想していることから、都市

計画道路爪田ヶ谷篠津線との接続について、蓮田市と調整を図ります。 

 

【歩行者・自転車が安全・快適に通行できる道づくり】 
・子どもから高齢者、障がいのある方など誰もが安全に移動できるように、快適な歩行者

空間の確保に努めます。 

・通勤・通学、買い物、サイクリング等の自転車利用者が安全で快適に通行できる空間の

確保に努めます。 

・県道蓮田白岡久喜線の歩道整備を促進します。 

 

【道路施設の適切な維持管理・更新】 
・橋梁などの道路施設については、「橋梁長寿命化修繕計画」などに基づき、定期的な点検

を行い、計画的な維持補修や適切な更新を図ります。 

・市内外を結ぶ幹線道路については、適切な維持管理を図るため、関係機関と協議します。 

 
２）公共交通の充実 

【鉄道の利便性向上】 

・ＪＲ宇都宮線沿線自治体で組織するＪＲ宇都宮線整備促進連絡協議会と連携して、鉄

道利用者へのサービス維持や環境整備等について、鉄道事業者に要望していきます。 

・埼玉高速鉄道の延伸について、沿線や近隣の７市で構成する地下鉄７号線建設誘致期

成同盟会などを通じて、延伸誘致の促進を図っていきます。 

・誰もが安全で便利に駅を利用できるよう、エレベーターの整備など白岡駅周辺及び新

白岡駅周辺のバリアフリー化を推進します。 
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【地域公共交通の利便性向上】 

・利便性の高いコンパクトなまちづくりを推進するため、白岡駅及び新白岡駅と既存集

落地等を結ぶ地域公共交通の利便性向上を図ります。 

・地域住民の日常の移動手段として重要な路線バスは、地域ニーズに応じた路線の維持

や運行本数の確保・維持について、バス事業者に要請していきます。 

・高齢者や鉄道駅・バス停から離れた地域の居住者など、多様化する生活ニーズを考慮

し、オンデマンド型地域公共交通サービス（のりあい交通）の運行内容の改善・充実

に努めます。 

 

【新たな公共交通導入に向けた検討】 

・住民の公共交通の利用状況やニーズを踏まえ、当市における持続可能な公共交通ネッ

トワークの形成に向けて、ＡＩ（人工知能）を活用したオンデマンド型交通、自動運

転技術などの次世代の公共交通サービス等、新技術の導入や活用の可能性を検討しま

す。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜都市計画道路白岡宮代線（整備中）＞ ＜県道蓮田白岡久喜線（歩道未整備区間）＞ 

＜白岡駅＞ ＜写真＞ 
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＜道路・交通の方針図＞ 
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３．都市施設等に関する方針 

（１） 基本的な考え方 

社会の成熟化が進み、ライフスタイルの多様化やデジタル化などに対応した公共サービ

スの充実が求められている中、それらに対応した都市施設の整備、また、脱炭素社会や資

源循環型社会を目指す環境負荷の小さな都市づくりが求められています。 

当市では、都市施設のうち、道路、公園、下水道、ごみ処理施設を都市計画に定め、計

画的に整備・更新しています。 

公園は、市民のレクリエーションの場となる近隣公園や生活に身近な街区公園を整備し

ています。 

下水道は、主に市街化区域内において、公共下水道の整備を進めています。ごみ処理施

設については、蓮田白岡衛生組合により適切に維持・更新されています。 

一方で、当市のインフラ施設や公共施設は、老朽化が進んでいる施設があり、市民の快

適な生活環境を守るため、計画的な維持修繕・更新が必要になっています。 

今後も、多様な市民ニーズへの対応、環境負荷の低減、施設の老朽化対策など、市民が安

心して、快適に暮らし続けられるように、都市施設の適切な整備・更新を図ります。 

 

（２） 基本方針 

１）地域に親しまれる都市公園・緑地の整備 

・新白岡地域内の未整備の街区公園の整備を進めるとともに、白岡駅東部中央土地区画

整理事業の進捗に合わせて、街区公園の整備を進めます。少子高齢化や防災意識の向

上などにより、公園に求められる機能も変化することから、地域住民の意見を聴きな

がら、公園整備を進めます。 

・公園や緑地は、住民の健康づくりや交流の場としての役割を担っていることから、ユ

ニバーサルデザインに配慮して、子どもから高齢者、障がいのある方など誰もが安全

で快適に利用できるように整備・更新に努めます。 

・交流拠点となる都市公園では、その魅力向上を図るため、公募設置管理制度（Ｐark－

PFI）など公民連携による公園づくりを検討します。 

・地元企業や地域団体による花壇の管理や除草、清掃などの管理作業を支援し、協働に

よる公園の美化の推進を図ります。 
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２）下水道等の整備・更新 

・快適な生活環境の確保と市街地の排水機能の強化を図るため、「白岡市生活排水処理基

本計画」に基づき、公共下水道事業認可区域の整備を進め、市街化区域内の未整備地

区の解消を図ります。 

・豪雨等による浸水被害の軽減を図るため、雨水幹線等の計画的な整備を推進します。 

・農業集落排水事業の整備済区域（大山地域）については、適切な維持管理を図るとと

もに、将来的な公共下水道区域への編入を検討します。 

 

 

３）ごみ処理施設の適切な維持・更新 

・ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設の長寿命化対策を行い、ごみの安定的な処理を進め

るとともに、効率的な施設整備・更新やリサイクルの推進等により、地球環境への負

荷の低減に努めます。 

 

 

４）都市施設・公共施設等の計画的な維持・更新 

・公園施設は、「白岡市公園施設長寿命化計画」に基づき、利用者が安心して公園を利用

できるように、計画的に維持管理と更新を行います。 

・公共下水道は、「白岡市下水道ストックマネジメント計画」に基づき、計画的に管路や

ポンプ場の点検・改築を行っていきます。 

・将来的な人口減少を見据えて、公共施設の再編を検討し、最適で持続可能な公共施設

の配置・有効活用に努めます。 

・子どもから高齢者、障がいのある方など誰もが快適に過ごしやすい環境整備を図るた

め、公共施設のバリアフリー化などを推進していきます。 

 

 

 

＜白石様堀公園＞ ＜整備が進む公共下水道＞ 
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＜都市施設等の方針図＞ 
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４．安心・安全に関する方針 

（１） 基本的な考え方 

近年、気候変動や地球温暖化の影響により、風水害などの自然災害が激甚化、頻発化し

ています。また、首都直下型地震をはじめ、大規模な地震の発生リスクが懸念されます。 

さらに、防犯や交通安全等の日常の安心・安全についても、子どもや高齢者が被害とな

る犯罪や交通事故が発生しており、子どもから高齢者まで、安心して暮らせる生活環境の

確保が求められます。 

市民が安心して暮らし続けるために、自助・共助・公助の役割分担と連携による防災・

減災の取組を進めるとともに、地域防災計画・国土強靭化地域計画と連携し、安全で強靭

な都市づくりを推進します。 

また、犯罪の発生を防止する都市空間づくりや歩行者等の安全な交通環境の整備などを

推進します。 

 

（２） 基本方針 

１）地震・火災等に対する都市の防災機能の強化 

●市街地の防災機能の強化 

・火災延焼遮断帯及び避難路としての機能を持つ都市計画道路の整備を推進するとと

もに、緊急輸送道路等の災害に備えた道路ネットワークの構築を推進します。 

・白岡駅東口周辺地区については、土地区画整理事業により、街路・公園等を整備

し、オープンスペースの確保を図ります。 

・白岡駅西口周辺地区については、都市計画道路白岡駅西口線の整備に合わせて、防

火・準防火地域や地区計画の指定を検討します。 

●避難場所、避難所の確保 

・今後整備・改修する公共施設については、避難場所、避難所としての機能を有する

施設として整備を図ります。 

・震災時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整備を

推進します。 

・広場・空き地・社寺境内等の有効利用、公園・緑地の整備推進、農地や河川の自然

空間の保全により、身近な一時避難場所となるオープンスペースを確保します。 
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●自主防災組織の育成・強化 

・地域における災害発生時の初動体制の強化を図るため、地域の自主防災組織の育成

支援に努めるとともに、防災資機材の整備・充実に努めます。 

 

 

２）風水害に対する都市の防災機能の強化 

・雨水排水施設の整備を進めるとともに、土地区画整理事業などの基盤整備と合わせた

排水機能の強化を図ります。 

・国・県との連携により、河川改修などの総合的な流域治水プロジェクトの推進を図り

ます。 

・中川・綾瀬川流域改修促進期成同盟会等を通じて、国や県に継続的な要望活動を行

い、河川改修や調整池等の整備を推進します。 

 

 

３）防犯・交通安全対策の強化 

・地域における犯罪を未然に防止するため、道路、公園などにおいては、照明灯の設置

や見通しの確保を図り、死角のないオープンな空間づくりに努めます。 

・生活環境に影響を及ぼす管理が行き届かない空き家・空き地の発生を抑制するため、

所有者による適正管理を促し、空き家等の流通促進等により利活用を図ります。 

・歩行者の安全性を確保するため、交通安全施設等の整備により、交通危険箇所の改善

を図ります。 

 

 

＜写真＞ ＜避難場所（高岩公園）＞ 
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＜安心・安全の方針図＞ 
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５．自然環境・景観に関する方針 

（１） 基本的な考え方 

当市には、元荒川、見沼代用水、隼人堀川、柴山沼などの水辺の豊かな自然環境や、屋

敷林、社寺林、里山などの樹林、また、水田、梨畑などの田園が織りなす様々な風景が広

がっています。 

これらの豊かな自然と風景は、私たちの日々の暮らしに潤いを与える快適な生活空間の

形成に必要不可欠です。また、持続可能で魅力ある都市づくりを進めるためには、これら

の自然環境を保全し、活用していくことが必要です。 

居心地が良く、地域に愛着を持った暮らしを実現するためには、自然の風景とともに、

都市景観に配慮した美しく潤いのある街並みの形成等により、精神的な豊かさを感じるま

ちづくりを行う必要があります。 

今後は、こうした水や緑が持つ多様な機能を活用し、自然環境と共生した都市環境や快

適性、魅力の向上を図るとともに、都市活動が環境に多大な負荷を与えないよう脱炭素社

会の実現に向けた都市づくりに努めます。 

 

（２） 基本方針 

１）都市に潤いを与える良好な水辺空間の形成 

・元荒川等の河川や柴山沼については、豊かな自然環境を生かして、多くの人々が余暇

を楽しむことができる水辺空間の保全・活用を図ります。 

・県が整備した「緑のヘルシーロード」や「水と緑のふれあいロード」と連携を図りな

がら、河川沿いの親水空間や公園・緑地等の活用を図ります。 

 

 

２）グリーンインフラとしての豊かな緑の形成 

・市街化区域内において公共空間や民間施設等を活用した緑化や公園の整備などを推進

し、潤いや安らぎのある都市空間の形成を図ります。 

・地域住民に親しまれている貴重な緑・樹木・樹林を、ふるさとの森、保存樹木及び保

存樹林等に指定し、緑地の保存に努めます。 

・市街化区域の都市農地は、生産緑地制度等により保全し、都市の緑地空間の確保を図

ります。 
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３）魅力ある景観づくりの推進 

・白岡駅及び新白岡駅の駅前空間では、市の玄関口として、駅前広場の整備や電線類の

地中化の検討等により景観の向上を図ります。 

・産業系土地利用による産業基盤整備に当たっては、地区計画や「埼玉県景観計画」等に

基づき、周辺環境と調和した景観形成が図られるよう適正な指導、助言に努めます。 

・白岡ニュータウン地区、野牛・高岩地区、白岡駅東部中央地区及び宮山団地地区など

の土地区画整理事業や民間開発により整備された良好な住宅地は、地区計画制度の適

正な運用により良好な都市景観の維持・保全を図ります。 

 

 

４）歴史的な景観資源の保全・活用 

・「白岡市文化財保存活用計画」に基づき、神社仏閣や市の有形民俗文化財など歴史的な

景観資源の保全・活用を図ります。 

 

 

５）協働による緑地・景観の維持管理 

・花と緑で彩られ、ごみのない美しい都市空間を創出すると同時に、地域コミュニティ

を活性化させる取組として、市民や各種団体による花いっぱい運動やごみゼロ・クリ

ーン運動などを支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜姫宮落川＞ ＜ふるさとの森（ひこべえの森）＞ 
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＜自然環境・景観の方針図＞ 
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１．地域区分 

２．大山地域 

３．篠津・西地域 

４．白岡駅周辺地域 

５．新白岡駅周辺地域 

６．東北道東側地域 

第６章 
 

地域別構想 
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第６章  地域別構想 
 

１．地域区分 
 

地域別構想では、全体構想を踏まえ、市内各地域について、「地域の概要」「地域の現況」「地

域の課題」「まちづくりの目標（地域の将来像）」「まちづくりの方針」を示します。 

地域区分は、地域の特性を踏まえ、「大山地域」「篠津・西地域」「白岡駅周辺地域」「新白岡

駅周辺地域」「東北道東側地域」の５地域に区分します。 

 

図 地域区分図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓埼玉県町（丁）字別人口調査（令和５年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

  

＜白岡駅周辺地域＞ 
面積 370ha（3.7 ㎢）、R5 人口 21,215 人 

＜大山地域＞ 
面積 510ha（5.1 ㎢）、R5 人口 1,395 人 

＜新白岡駅周辺地域＞ 
面積 410ha（4.1 ㎢）、R5 人口 11,499 人 

＜篠津・西地域＞ 
面積 260ha（2.6 ㎢）、R5 人口 11,007 人 

＜東北道東側地域＞ 
面積 940ha（9.4 ㎢）、R5 人口 7,632 人 
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２．大山地域 

２－１．地域の概要 

本地域は、当市の北西部に位置し、地域の大部分は、

旧来からの農地及び集落地となっており、みどりの多い

豊かな自然環境と田園風景が広がっています。地域の南

側は蓮田市、北側は久喜市に接しています。 

地域面積は約 510ha（5.1 ㎢）で、当市全域の約

21%を占めています。 

 
２－２．地域の現況 

人口 ・総人口は、平成 15 年以降減少傾向に転じています。特に平成 30 年から令和 5 年まで

の 5 年間で約 16%の人口減少がみられます。年少人口比率、生産年齢人口比率はとも

に減少している一方、老年人口比率は増加しています。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

世帯数 ・世帯数は、平成 25 年以降減少傾向に転じています。特に平成 30 年から令和 5 年にか

けては、約 11%の世帯数の減少があります。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 
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土地利用 ・農地が全体の約 50%を占めており、既存集落ごとに住宅地が分布しています。地域の

中心には、柴山沼があり、地域の東側には、工業用地が集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度都市計画基礎調査 

用途地域等 ・約 89％が市街化調整区域であり、用途地域は工業専用地域が指定されています。テク

ノパーク白岡地区、白岡物流センター地区及び白岡西部産業団地地区において地区計

画が定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白岡市都市計画図 
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農業振興 

地域 

・市街化区域を除いた地区が農業振興地域に指定されています。また、農業振興地域内の

柴山沼や地区計画が指定されている地区等を除いた区域が農用地区域に指定されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白岡市資料 

道路・交通 ・白岡菖蒲インターチェンジに隣接し、国道 122 号、県道さいたま菖蒲線、県道上尾久

喜線、南北埼広域農道（稲穂通り）が通るなど広域的な交通利便性が高くなっています。

また、都市計画道路篠津柴山線が整備され、本地域と新白岡駅方面を結んでいます。 

・２路線の路線バスが運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和４年度都市計画現況調査（国土交通省）、都市計画道路の決定（変更）状況（埼玉県） 

白岡市立地適正化計画 
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都市施設等 ・柴山沼をはじめ都市公園が５か所、ごみ処理施設（蓮田白岡環境センター）が立地して

います。また、地区の集会所等が３か所、小学校が１校ありますが、小学校は、令和７

年３月に廃校となる予定となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度都市計画基礎調査、白岡市生活排水処理基本計画、参考：白岡市公共施設等総合管理計画 

水害 ・元荒川、隼人堀川及び星川沿いで家屋倒壊等氾濫想定区域が指定されており、地域の大

部分で０.５m 以上の浸水が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図 

 

59



 

 

建物全壊率 ・柴山地域内において、全壊率７%以上の危険性のある箇所が多く分布しています。また、

隼人堀川や元荒川などの河川沿いに建物全壊率の高い箇所が分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：白岡市地域の危険度マップ 

自然環境・

景観 

・柴山沼や元荒川、隼人堀川などの河川があり、神社が２か所、寺院が２か所立地してい

ます。 

・柴山沼は、埼玉県内で２番目に広い自然沼であり、平日、休日を問わず多くの釣り人が

訪れています。また、多種多様な動植物が生息するなど良好な景観を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、白岡市生産緑地地区一覧表、 

白岡市文化財保存活用地域計画、白岡市観光協会 
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２－３．地域の課題 
 

人口 ・急激な人口減少が進んでいることから、地域コミュニティを維持していく

施策が必要 

・老年人口比率が高くなっていることから、高齢者世帯等の日常生活を支え

るサービス機能や利便性の確保が必要 

土地利用 ・人口減少と高齢化により空き家等の発生が懸念されるため、既存集落での

空き家等の管理・流通・利活用が必要 

・地域内に商業施設が不足しているため、国道 122 号沿道において、沿道サ

ービス施設の立地誘導が必要 

・広域的な交通の利便性を生かした「産業拠点」の形成が必要 

・交流人口の増加を図るため、柴山沼周辺での「交流拠点」の形成が必要 

・農業従事者の高齢化や担い手不足により農地の保全が難しいため、農業生

産法人等への農地の集積・集約化を促進していくことが必要 

道路・交通 ・県道上尾久喜線のバイパス機能を有する樋ノ口バイパスの早期整備が必要 

・多様な移動手段を確保するため、路線バスの運行本数の維持が必要 

・高齢化が進行しているため、自動車に依存しなくても生活できるように、

地域公共交通の充実が必要 

都市施設等 ・地域活性化や交流人口の増加を図るため、都市公園としての柴山沼の魅力

化が必要 

・大山小学校の跡利用を地域と検討することが必要 

・農業集落排水施設の適切な維持管理が必要 

・ごみ処理施設の老朽化による適切な維持・更新が必要 

安心・安全 ・既存集落地で、建物倒壊のリスクがあるため、旧耐震住宅の耐震化の促進

が必要 

・災害時の避難場所の確保が必要 

・河川改修を促進するとともに、保水・遊水機能を持つ農地の維持・保全が

必要 

自然環境・景観 ・柴山沼や元荒川等の水辺空間の保全・活用による良好な景観形成が必要 

・首都圏中央連絡自動車道インターチェンジ周辺の乱開発抑止により農村景

観を保全することが必要 
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２－４．まちづくりの目標（地域の将来像） 
 

豊かな自然と地域のつながりを次世代に引き継ぐ 

多様な暮らしを叶えるまちづくり 

 

本地域は、柴山沼をはじめ豊かな自然環境と田園風景に恵まれた地域です。 

近年は、人口減少と高齢化が進展していますが、先人が築いてきた大山地域のコミュニテ

ィと地域のつながりを次世代に引き継いでいくことが大切です。 

豊かな自然環境の中にあっても、広域的な交通利便性や近隣の商業施設へのアクセス性を

生かし、農業や趣味など幅広い世代が魅力を感じる多様なライフスタイルを叶える地域を目

指します。 

 

２－５．まちづくりの方針 

（１） 土地利用 

・既存集落地では、空き家等の既存ストックを地域資源として、地域への定住促進や地域コ

ミュニティの維持に向けた取組に活用することなどにより、営農環境やゆとりある居住環

境の保全を図ります。 

・国道 122 号の沿道においては、地域住民の利便性の向上に資する沿道サービス施設の立

地誘導を図ります。 

・白岡西部産業団地及びテクノパーク白岡地区では、社会情勢の変化に応じて地区計画の見

直しを図り、操業環境の保全を図ります。 

・白岡工業団地内では、一部の地区で地区計画を定めていますが、その他の地区においても、

企業や住民の要望などに応じて、防火・準防火地域や地区計画の指定を検討します。 

・白岡西部産業団地北側地区については、広域的な交通利便性を生かし、既存工業団地との

つながりや農地等の周辺環境との調和に配慮しながら、土地区画整理事業等による産業系

の土地利用を促進します。 

・柴山沼周辺については、観光資源としての柴山沼を生かし、地域の活性化や市内外の人々

の交流の拠点となるような土地利用を検討します。 

・農地については、遊水・保水機能、景観形成など多面的な機能を有していることから、農

業の担い手の育成や農業生産法人等への農地の集積・集約化、特産品の生産振興に資する

施設及び関連施設の整備を促進していくことで、生産性の高い農地として維持・保全を図

ります。 
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（２） 道路・交通 

・久喜市方面へのアクセス性の向上を図る県道上尾久喜線のバイパス機能を有する樋ノ口バ

イパスの整備を促進します。 

・多様な移動手段を確保するため、地域ニーズに応じた路線バスの運行や運行本数を維持す

るとともに、公共交通の利便性の向上に努めます。 

・誰もが移動しやすい環境を整えるため、オンデマンド型地域公共交通サービス（のりあい

交通）の利便性向上を図ります。 

（３） 都市施設等 

・柴山沼において、公園利用の規制緩和や公民連携により、地域活性化や交流を促進する公

園の整備、活用を図ります。 

・大山小学校の跡利用について、地域住民と協力・連携しながら検討を進めます。 

・白岡工業団地における操業環境の保全を図るため、公共下水道の整備を進めます。また、

将来的に農業集落排水整備区域を公共下水道区域へ編入するための取組を進めます。 

・ごみ処理施設の長寿命化対策を行います。 

（４） 安心・安全 

・耐震診断や耐震改修の補助などにより、旧耐震住宅の耐震化を促進します。 

・民間施設等との協定などにより避難場所の確保等を図ります。 

・国、県との連携により、元荒川や隼人堀川の河川改修などの総合的な流域治水プロジェク

トの推進を図ります。 

（５） 自然環境・景観 

・柴山沼や元荒川等の水辺空間の保全・活用により良好な景観形成を図ります。 

・「緑のヘルシーロード」と連携して、柴山沼等の親水空間等の活用を図ります。 

・白岡菖蒲インターチェンジ周辺において乱開発を抑止し、田園環境と調和した景観の形成

を図ります。 

  

＜既存集落地＞ ＜柴山沼＞ 
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＜まちづくり方針図＞ 

白岡菖蒲インターチェンジ周辺における 

田園環境と調和した景観の形成 

白岡工業団地内の 

公共下水道の整備推進 

国道１２２号沿道への産業系土地利用や 

沿道サービス施設の立地誘導 

樋ノ口バイパスの 

整備推進 

「緑のヘルシーロード」と連携した 

親水空間等の保全・活用 

元荒川等の水辺空間の保全 

白岡工業団地及び白岡西部産業団地の 

操業環境の保全 

柴山沼周辺での交流系土地利用の推進 

柴山沼の魅力化 

テクノパーク白岡地区周辺の 

操業環境の保全 

白岡西部産業団地北側地区で

の産業系の土地利用の推進 
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３．篠津・西地域 

３－１．地域の概要 

本地域は、当市の中央部に位置し、東側は河川や農地

などみどり豊かな田園風景が広がり、西側は住宅地や商

業地が形成されています。地域の西側、南側は蓮田市、

北側は久喜市に接しています。 

地域面積は約 260ha（2.6 ㎢）で、当市全域の約 11%

を占めています。 

 
３－２．地域の現況 

人口 ・平成 10 年（1998 年）以降、人口は横ばいでしたが、平成 25 年（2013 年）以

降に再び、人口が増加しています。年少人口比率、生産年齢人口比率はともに減少し

ている一方、老年人口比率は増加しています。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

世帯数 ・世帯数は、これまで一貫して増加しており、平成 25 年（2013 年）以降は、10%

以上の増加率となっています。令和５年（2023 年）は 4,754 世帯となっていま

す。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 
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土地利用 ・住宅用地が全体の 29.1%を占め、県道さいたま栗橋線沿道には商業地が集積してい

ます。農地は、地域の東側に多く、26.9%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度都市計画基礎調査 

用途地域等 ・約 53％が市街化調整区域であり、市街化区域の約 40％が第一種中高層住居専用地

域となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白岡市都市計画図 
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農業振興 

地域 

・市街化区域を除いた地区が農業振興地域に指定されています。また、農業振興地域内

の東側の区域は農用地区域に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白岡市資料 

道路・交通 ・県道さいたま栗橋線、県道春日部菖蒲線、都市計画道路篠津柴山線、野牛篠津線、白

岡篠津線及び爪田ヶ谷篠津線が整備されており、近隣市や市の東西を結ぶ交通利便性

が高くなっています。幹線道路を中心に歩道が整備されています。 

・地域の西側や篠津地域には２路線のバス路線が運行し、白岡駅・蓮田駅と本地域を結

んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和４年度都市計画現況調査（国土交通省）、都市計画道路の決定（変更）状況（埼玉県） 

白岡市立地適正化計画 

67



 

 

都市施設等 ・白岡公園をはじめ都市公園が６か所立地しています。また、地区の集会所等が９か

所、保育所や児童クラブが７か所、小・中学校が３校、白岡市役所篠津分館が立地し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：令和２年度都市計画基礎調査、白岡市生活排水処理基本計画、参考：白岡市公共施設等総合管理計画 

水害 ・元荒川、星川、隼人堀川、庄兵衛堀川沿いで家屋倒壊等氾濫想定区域が指定されてい

ます。地域の大部分で 0.5m 以上、住宅や商業施設が集積する西の一部で 3.0m 以

上 5.0ｍ未満の浸水が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図 
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建物全壊率 ・庄兵衛堀川沿いにおいて全壊率が７%以上の箇所が多く分布しています。また、西地

域や篠津地域において建物全壊の危険性がある箇所が広く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：白岡市地域の危険度マップ 

自然環境 

・景観 

・元荒川や隼人堀川などの河川があり、元荒川や高台橋は、桜の名所となっています。

神社が２か所、寺院が１か所立地しています。生産緑地地区は 2.0ha 指定されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、白岡市生産緑地地区一覧表、 

白岡市文化財保存活用地域計画、白岡市観光協会 
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３－３．地域の課題 
 

人口 ・市街化区域内農地の宅地化が進み、子育て世帯の流入があり、西小学校

の教室が不足するなど、人口増加に伴う公共施設等の整備が必要 

土地利用 ・市街化区域内において適正な人口密度が保たれるように、住環境の保全

と利便性の向上が必要 

・都市計画道路篠津柴山線と白岡篠津線が交差する篠津北東部地区につい

ては、適正な土地利用の誘導が必要 

・県道さいたま栗橋線沿道への更なる商業施設の誘導が必要 

道路・交通 ・県道さいたま栗橋線の歩道の未整備区間の早期整備が必要 

・蓮田市で検討している（仮称）北部道路について、蓮田市との調整が必

要 

・多様な移動手段を確保するため、路線バスの運行本数の維持が必要 

都市施設等 ・西地区における公園施設の適正な維持・更新が必要 

・篠津地区は、都市公園や広場が不足 

・学校施設等の老朽化への対応が必要 

安心・安全 ・地域の東側の既存集落地で、建物倒壊のリスクがあるため、旧耐震住宅

の耐震化の促進が必要 

・住宅等が集積する西地区の一部では、浸水リスクがあるため、避難場所

へのルートや民間施設との協定による避難場所の確保が必要 

・河川改修を促進するとともに、保水・遊水機能を持つ農地の維持・保全

などが必要 

自然環境・景観 ・元荒川の水辺空間の保全・活用による良好な景観形成が必要 

・元荒川や高台橋の桜など、良好な景観の保全が必要 

・保存樹林や保存樹木の維持・保全が必要 

・生産緑地地区の適正な保全が必要 
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３－４．まちづくりの目標（地域の将来像） 
 

みどりの潤いと新たな活力、伝統が調和した 

快適で安全に暮らせるまちづくり 

 

本地域は、元荒川、隼人堀川などの河川や田園が織りなす豊かなみどりに育まれた伝統あ

る地域です。 

また、県道さいたま栗橋線沿道の商業集積や篠津北東部地区での次世代型の農業系土地利

用が推進されるなど、産業の活性化が図られています。 

近年は、西地区を中心に子育て世帯の流入が多くあり、児童・生徒数も増加していること

から、新たな活力とこれまで培ってきた伝統が調和した快適で安全に暮らせる地域を目指し

ます。 
 

 

３－５．まちづくりの方針 

（１） 土地利用 

・市街化区域内において適正な人口密度が保たれるように、住環境の保全と利便性の向上に

より、居住誘導を図ります。 

・都市計画道路篠津柴山線と白岡篠津線が交差する周辺の篠津北東部地区については、土地

改良事業により、生産性の高い次世代型の農業系土地利用を図ります。また、農地や周辺

環境に配慮しつつ、産業系の土地利用を推進します。 

・県道さいたま栗橋線沿道については、広域的なアクセス性の良さを生かし、沿道サービス

型の商業・業務地としての土地利用を推進します。 

 

（２） 道路・交通 

・白岡駅へのアクセス性向上を図るため、都市計画道路白岡駅西口線の整備を推進します。 

・県道さいたま栗橋線の歩道の未整備区間の整備を促進します。 

・蓮田市において、当市と伊奈町を結ぶ（仮称）北部道路を構想していることから、都市計

画道路爪田ヶ谷篠津線との接続について、蓮田市と調整を図ります。 

・多様な移動手段を確保するため、地域ニーズに応じた路線バスの運行や運行本数の維持に

努めます。 

 

71



 

 

（３） 都市施設等 

・市民が安全・快適に都市公園を利用できるように、白岡公園などの都市公園について、公

園施設の計画的な維持管理と更新を図ります。 

・学校施設をはじめ公共施設の老朽化への対応を進めます。 

 

（４） 安心・安全 

・耐震診断や耐震改修の補助などにより、旧耐震住宅の耐震化を促進します。 

・民間施設等との協定により、避難場所の確保を図ります。 

・災害時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整備を推進し

ます。 

・国、県との連携により、元荒川や隼人堀川の河川改修などの総合的な流域治水プロジェク

トの推進を図ります。 

・農地については、遊水・保水機能、景観形成など多面的な機能を有していることから維持・

保全を図ります。 

 

（５） 自然環境・景観 

・元荒川、隼人堀川、黒沼用水等の水辺空間や桜の保全・活用により良好な景観形成を図り

ます。 

・黒沼用水沿いの「水と緑のふれあいロード」との連携を図りながら、元荒川や隼人堀川等

の河川沿いの親水空間の活用を図ります。 

・地域内の保存樹林、保存樹木等の維持・保全を図ります。 

・生産緑地地区については、都市部にある貴重な緑地として保全を図ります。 

 

＜県道さいたま栗橋線＞ ＜隼人堀川（高台橋）＞ 
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＜まちづくり方針図＞ 
次世代型の農業・産業系 

土地利用の推進 

沿道サービス型の 

商業系土地利用の推進 

公園施設の計画的な

維持管理と更新 

隼人堀川等の 

水辺空間の保全と活用 

総合的な流域治水 

プロジェクトの推進 

「水と緑のふれあいロード」と 

連携した親水空間等の活用 
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４．白岡駅周辺地域 

４－１．地域の概要 

本地域は、当市の中央に位置し、白岡駅を中心とした

地域であり、地域の東側には東北縦貫自動車道が南北に

縦断し、南側は蓮田市に接しています。 

地域面積は約 370ha（3.7 ㎢）で、当市全域の約 15%

を占めています。 

 
４－２．地域の現況 

人口 ・総人口は一貫して増加しています。特に平成 5 年（1993 年）から平成 10 年（1998

年）までの 5 年間で約 21%の人口増加がみられます。年少人口比率は減少又は横ば

いの傾向にあり、生産年齢人口比率は減少、老年人口比率は増加傾向となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

世帯数 ・世帯数は、一貫して増加しており、特に平成 5 年（1993 年）から平成 10 年（1998

年）にかけては約 33%増加しています。令和５年は 9,470 世帯となっています。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 
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土地利用 ・住宅用地が全体の 43.9%を占めています。田などの農地は、地域の北側に広がって

おり、19.2%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：令和２年度都市計画基礎調査 

用途地域等 ・市街化区域の約 46％を第一種住居地域が占めており、白岡駅東部中央地区に地区計

画が定められています。また、白岡駅東側には準防火地域が指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：白岡市都市計画図 
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農業振興 

地域 

・市街化区域を除いた地区が農業振興地域に指定されています。また、地域内に農用

地区域に指定されている区域はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：白岡市資料 

道路・交通 ・県道春日部菖蒲線、県道白岡停車場南新宿線、都市計画道路爪田ヶ谷篠津線及び白岡

篠津線が整備されており、白岡駅西口線、白岡駅東口線及び白岡宮代線の整備が進め

られています。 

・白岡駅周辺を中心に鉄道駅や路線バス停留所の公共交通徒歩圏域が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和４年度都市計画現況調査（国土交通省）、都市計画道路の決定（変更）状況（埼玉県） 

白岡市立地適正化計画 
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都市施設等 ・八幡公園をはじめ、都市公園が７か所立地しています。また、地区の集会所等が７か

所、中央公民館、ありの実館、保育所や児童クラブが３か所、小・中学校が２校、白

岡駅西口駅前会議室が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和２年度都市計画基礎調査、白岡市生活排水処理基本計画、参考：白岡市公共施設等総合管理計画 

水害 ・隼人堀川沿いで家屋倒壊等氾濫想定区域が指定されており、地域の東側では 0.5m 以

上の浸水が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図 
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建物全壊率 ・ほぼ全域において建物全壊の可能性があります。また、小久喜や高岩、篠津、寺塚地

域を通る東北縦貫自動車道沿線において、全壊率が７%以上の箇所が多く分布してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：白岡市地域の危険度マップ 

自然環境・

景観 

・隼人堀川などの河川があり、ふるさとの森が２か所、神社が２か所、寺院が３か所立

地しています。生産緑地地区は 1.8ha が指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、白岡市生産緑地地区一覧表、 

白岡市文化財保存活用地域計画、白岡市観光協会 
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４－３．地域の課題 
 

人口 ・子育て世帯の流入によって人口が増加しており、引き続き、人口密度を適

切に維持するための居住誘導を図ることが必要 

土地利用 ・白岡駅周辺に人の流れやにぎわいを創出するため、目的地や滞在できる場

所が必要 

・白岡駅周辺の低未利用地の有効活用を図ることが必要 

・都市計画道路白岡駅西口線の整備に合わせて、用途地域等の見直しが必要 

・パークシティ白岡の用途地域（準工業地域）の見直しが必要 

・白岡中学校周辺では、周辺環境との調和を図りながら、適正な土地利用の

誘導が必要 

道路・交通 ・都市計画道路白岡駅西口線、白岡駅東口線及び白岡宮代線の早期整備が必

要 

・長期未整備の都市計画道路の見直しが必要 

・県道春日部菖蒲線の混雑緩和が必要 

・白岡駅駅前広場の整備による駅前周辺の安全性の向上が必要 

都市施設等 ・白岡駅東部中央土地区画整理事業区域内での未整備公園の整備が必要 

・中央公民館などの公共施設の老朽化への対応が必要 

安心・安全 ・白岡駅西口地区では、防火・準防火地域や地区計画の指定検討が必要 

・避難路の確保や緊急車両の通行の妨げとなる電線類の地中化やブロック塀

の倒壊等の対策が必要 

・地域の北側の既存集落地で、建物倒壊のリスクがあるため、旧耐震住宅の

耐震化の促進が必要 

自然環境・景観 ・白岡駅周辺の整備に合わせて、都市の魅力を高める景観形成が必要 

・生産緑地地区の適正な保全が必要 

・ふるさとの森、保存樹林及び保存樹木の維持・保全が必要 

・地区計画等による街並みの景観形成が必要 
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４－４．まちづくりの目標（地域の将来像） 
 

魅力にあふれ、集い、つながり、 

出歩き楽しめる暮らしやすいまちづくり 

 

本地域は、市の中心核として位置付けられており、人口や多様な都市機能が集積していま

す。 

また、白岡駅の駅前広場や都市計画道路の整備、土地区画整理事業が施行中であり、中心

市街地としての都市基盤整備が進められています。 

都市基盤整備により、白岡駅周辺を中心に出歩きやすく魅力的な都市空間の形成を図りま

す。また、市内外の人々や事業者などが集まり、都市活動や人々の交流が活発に行われ、快

適さと利便性とともに暮らしの中に彩りがある地域を目指します。 

 

 

４－５．まちづくりの方針 

（１） 土地利用 

・白岡駅周辺地域では、駅前広場や都市計画道路の整備や低未利用地の有効活用と連動して、

店舗等の出店促進や歩行者空間の確保などの回遊性のある魅力的なまちづくりに向けた

検討を行うなど、都市機能の強化や不足する都市機能の立地促進を図ります。 

・白岡駅東口では、白岡駅東部中央土地区画整理事業を積極的に推進して事業の早期完了を

図り、市内外から事業区域内への居住誘導を図ります。 

・白岡駅西口では、駅前広場を含む都市計画道路白岡駅西口線の整備に合わせて、ウォーカ

ブルなまちづくりを進めるとともに、用途地域等の見直しを検討します。 

・パークシティ白岡は、隣接する住居系の土地利用との調和を図るため、用途地域（準工業

地域）の見直しについて検討します。 

・白岡中学校南側区域については、地域の医療を支える医療施設の立地促進を図ります。ま

た、住宅や教育などの周辺環境に配慮しつつ、既存企業の操業環境の保全を図るとともに、

研究施設等の立地誘導を図ります。 

・白岡中学校北側区域については、住宅や教育などの周辺環境に配慮しつつ、広域的な交通

利便性を生かし、土地区画整理事業等による市民の生活に資する産業系の土地利用を推進

します。 
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（２） 道路・交通 

・都市計画道路白岡駅西口線、白岡駅東口線及び白岡宮代線の整備を推進します。 

・都市計画道路白岡久喜線の事業化について検討します。 

・将来の交通量等を勘案し、道路ネットワークや長期未整備都市計画道路の見直しを検討し

ます。 

・県道春日部菖蒲線の混雑緩和に向けた対策を促進します。 

・多様な移動手段を確保するため、地域ニーズに応じた路線バスの運行や運行本数の維持に

努めます。 

・白岡駅の駅前広場の整備により、駅前周辺の安全性の向上を図ります。 
 

（３） 都市施設等 

・白岡駅東部中央土地区画整理事業区域内の公園整備を進めます。 

・市民が安全・快適に都市公園を利用できるように、公園施設の計画的な維持管理と更新を

図ります。 

・都市計画道路白岡駅西口線の整備と合わせて雨水管の整備を進めます。 

・中央公民館などの公共施設の老朽化対策を進めます。 

・誰もが安全で便利に駅を利用できるよう、白岡駅西口エレベーター等の整備など白岡駅周

辺のバリアフリー化を推進します。 

 

（４） 安心・安全 

・白岡駅西口では、駅前広場及び都市計画道路の整備に合わせて、用途地域を見直すととも

に、防火・準防火地域や地区計画の指定について検討を行い、建築物の不燃化やブロック

塀の倒壊防止を推進します。 

・白岡駅東部中央土地区画整理事業により、街路・公園等を整備し、オープンスペースの確

保を図ります。 

・耐震診断や耐震改修の補助などにより、旧耐震住宅の耐震化を促進します。 

・災害時の避難や消火・救助活動の支障となる恐れのある狭あい道路の拡幅や行き止まりの

解消等を図ります。 

・災害時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整備を推進し

ます。 

・豪雨による浸水被害を軽減するため、雨水排水施設の整備を進めるとともに、土地区画整

理事業などの都市基盤整備と合わせた排水機能の強化を図ります。 
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（５） 自然環境・景観 

・白岡駅の駅前空間では、駅前広場の整備や電線類の地中化の検討等により、地震や台風に

よる電柱の倒壊を防ぐとともに景観の向上を図ります。 

・隼人堀川、黒沼用水等の水辺空間の保全・活用により良好な景観形成を図ります。 

・黒沼用水沿いの「水と緑のふれあいロード」と連携を図りながら、隼人堀川等の河川沿い

の親水空間の活用を図ります。 

・生産緑地地区については、都市部にある貴重な緑地として保全を図ります。 

・「八幡神社社叢ふるさとの森」「白岡東地区ふるさとの森」の２か所のふるさとの森、地域

内の保存樹林、保存樹木等の維持・保全を図ります。 

・地区計画制度の適正な運用等により、白岡駅東部中央土地区画整理事業地内などの良好な

都市景観の維持・保全に努めます。 

 

 

 

  

＜都市計画道路白岡宮代線＞ ＜白岡駅西口＞ 

＜どんぐり公園＞ ＜中央公民館＞ 
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＜まちづくり方針図＞ 

医療施設の立地促進 

研究施設等の立地誘導 

市民の生活に資する産業系 

土地利用の推進 

都市計画道路白岡駅

東口線の整備推進 

駅前広場及び 

都市計画道路白岡駅西口線

の整備推進 

公園施設の計画的

な維持管理と更新 

都市計画道路白岡久喜線

の事業化の検討 

都市計画道路白岡宮代線の

整備推進 

「水と緑のふれあいロード」と 

連携した親水空間等の活用 

 隼人堀川の水辺空間の 

保全と活用 

長期未整備路線を含めた

道路ネットワークの検討 

白岡駅東部中央土地区画

整理事業の推進 
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５．新白岡駅周辺地域 

５－１．地域の概要 

本地域は、当市の北部に位置し、地域の北側及び西側

は久喜市、東側は宮代町に接しています。地域の西側を

東北縦貫自動車道が、中央を JR 宇都宮線がそれぞれ南

北に縦断する新白岡駅を中心とした地域です。 

地域面積は約 410ha（4.1 ㎢）で、当市全域の約 16%

を占めています。 
 
５－２．地域の現況 

人口 ・総人口は一貫して増加しています。特に昭和 63 年（1988 年）から平成 5 年（1993

年）までの５年間で約 81%の人口増加がみられます。また、年少人口比率は減少傾向、

生産年齢人口比率は平成 15 年以降減少傾向であり、老年人口比率は増加傾向にありま

す。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

世帯数 ・世帯数は、一貫して増加しており、特に昭和 63 年（1988 年）から平成 5 年（1993

年）にかけては約 92%増加しています。令和５年（2023 年）は 4,594 世帯となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 
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土地利用 ・新白岡駅周辺に住宅用地が分布しており、全体の 24.2%を占めています。周辺に

は田や畑などの農地が広がっており、43.3%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和２年度都市計画基礎調査 

用途地域等 ・鉄道沿線において第一種住居地域、第二種中高層住居専用地域が指定されており、

白岡ニュータウン地区では第一種低層住居専用地域が広く指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：白岡市都市計画図 
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農業振興 

地域 

・市街化区域を除いた地区が農業振興地域に指定されています。また、農業振興地域内

の自動車道用地を除いた区域が農用地区域に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：白岡市資料 

道路・交通 ・県道蓮田白岡久喜線、都市計画道路新白岡駅東口線、新白岡駅西口線、野牛篠津線、

野牛宮代線、高岩団地線及び白岡久喜線が整備されており、地域内を円滑に移動でき

る道路が整備されています。 

・地域の大部分が新白岡駅の徒歩圏域に含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和４年度都市計画現況調査（国土交通省）、都市計画道路の決定（変更）状況（埼玉県） 

白岡市立地適正化計画 
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都市施設等 ・高岩公園をはじめ、都市公園が 11 か所立地しています。また、地区の集会所等が５

か所、老人福祉センター、介護予防拠点施設（いきいきさぽーと）、勤労者体育セン

ター・市民テニスコート、保育所や児童クラブが４か所、小学校が１校、高等学校が

１校、高岩浄水場が立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和２年度都市計画基礎調査、白岡市生活排水処理基本計画、参考：白岡市公共施設等総合管理計画 

水害 ・備前堀川及び姫宮落川沿いで家屋倒壊等氾濫想定区域が指定されており、地域の大部

分で 0.5m 以上の浸水が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図 
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建物全壊率 ・駅周辺を中心に建物全壊の危険性がある箇所が分布しています。また、姫宮落川沿い

に全壊率が７%以上の箇所が多く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：白岡市地域の危険度マップ 

自然環境・

景観 

・備前堀川や姫宮落川などの河川があり、神社が２か所、寺院が２か所立地しています。

生産緑地地区は 0.3ha が指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、白岡市生産緑地地区一覧表、 

          白岡市文化財保存活用地域計画、白岡市観光協会 
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５－３．地域の課題 
 

人口 ・総人口は増加しているが、老年人口比率が増加傾向にあることから、地域

コミュニティが持続的に確保できるように、居住誘導を図ることが必要 

土地利用 ・白岡ニュータウン地区、野牛・高岩地区は、良好な居住環境の保全が必要 

・新白岡駅前の近隣商業地域には、地域の利便性を向上させる商業施設の誘

導が必要 

・新白岡駅周辺にある駐車場等の低未利用地の有効活用が必要 

・久喜白岡ジャンクションの南側の東北縦貫自動車道と姫宮落川に挟まれた

地域は、産業系の土地利用の推進が必要 

道路・交通 ・地域内の都市計画道路はおおむね整備されているが、快適に歩きやすい歩

道の維持管理・更新が必要 

・路線バスの乗り入れがないため、利便性向上のための検討が必要 

都市施設等 ・新白岡地域内の未整備の公園整備が必要 

・老人福祉センター等の公共施設の老朽化への対応が必要 

・旧新白岡駅東口自転車駐車場の活用検討が必要 

・新白岡駅東口トイレのバリアフリー化が必要 

安心・安全 ・既存集落地では、旧耐震住宅の耐震化の促進が必要 

・姫宮落川などの治水対策のための河川改修が必要 

自然環境・景観 ・姫宮落川などの水辺環境の保全による良好な景観形成が必要 

・白岡ニュータウンの良好な都市景観の維持・保全が必要 

 

  

＜新白岡駅周辺＞ ＜良好な都市景観（白岡ニュータウン）＞ 
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５－４．まちづくりの目標（地域の将来像） 
 

暮らしの豊かさと利便性を感じる質の高い 

コンパクトなまちづくり 

 

本地域は、民間による宅地開発と市施行の土地区画整理事業により、道路等の都市基盤整

備が完了し、地区計画等の土地利用規制によって、良好な住環境が形成されています。 

一方で、新白岡駅前は、商業系の土地利用を図る区域に指定されていますが、飲食店をは

じめとした商業施設が不足しています。 

白岡ニュータウンの閑静な住宅地や良好な住環境の保全を図りながら、徒歩圏内の身近な

地域において飲食や交流を楽しめる都市空間の形成を図り、子育て世代や高齢者、学生など

の多様な世代が暮らしの豊かさと利便性を感じることができる地域を目指します。 
 

 

５－５．まちづくりの方針 

（１） 土地利用 

・市街化区域内において適正な人口密度が保たれるよう、住環境の保全と利便性の向上、空

き家の流通促進等により、居住誘導を図ります。 

・白岡ニュータウン地区、野牛・高岩地区は、地区計画制度の適切な運用により良好な居住

環境の保全を図るとともに、地域住民等の意見を聴きながら、必要に応じて地区計画の見

直しを検討します。 

・新白岡駅の東西口の駅前通り沿道を中心に、学生や地域住民の生活を支える商業・業務地

としての土地利用を促進します。 

・新白岡駅周辺地域では、地域住民、事業者、不動産オーナー等との連携によりエリアマネ

ジメント事業を推進し、多様な世代の交流拠点の創出、公的不動産や低未利用地を活用し

た都市機能の立地促進を図っていきます。 

・久喜白岡ジャンクションの南側の東北縦貫自動車道と姫宮落川に挟まれた地域は、農地等

の周辺環境に配慮しながら、産業系の土地利用を促進します。 

（２） 道路・交通 

・新白岡駅から宮代町方面及び久喜市方面への幹線道路の整備については、近隣市町と意見

交換を行いながら、検討します。 

・県道蓮田白岡久喜線の歩道整備を促進します。 
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・東北道東側地域での地域公共交通サービスの検討に当たり、路線バスの乗り入れがない新

白岡駅周辺地域における地域ニーズに応じた路線バスの運行やオンデマンド型地域公共

交通サービス（のりあい交通）の増便などの検討を行います。 

 

（３） 都市施設等 

・新白岡地域内の未整備の街区公園の整備を推進します。 

・市民が安全、快適に都市公園を利用できるように、高岩公園などの公園施設の計画的な維

持管理と更新を図ります。 

・老人福祉センター等の公共施設の老朽化への対応を進めます。 

・旧新白岡駅東口自転車駐車場については、民間活力を生かした利活用を検討します。 

・誰もが安全で便利に駅を利用できるよう、新白岡駅東口トイレのバリアフリー化など新白

岡駅周辺のバリアフリー化を推進します。 

 

（４） 安心・安全 

・耐震診断や耐震改修の補助などにより、旧耐震住宅の耐震化を促進します。 

・防火・準防火地域や地区計画の指定により、建築物の不燃化やブロック塀の倒壊防止を

推進します。 

・災害時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整備を推進し

ます。 

・国、県との連携により、備前堀川や姫宮落川の河川改修などの総合的な流域治水プロジェ

クトの推進を図ります。 

 

（５） 自然環境・景観 

・備前堀川や姫宮落川、笠原沼用水等の水辺空間の保全・活用により良好な景観形成を図り

ます。 

・笠原沼用水沿いの「水と緑のふれあいロード」と連携を図りながら、備前堀川等の河川沿

いの親水空間の保全・活用を図ります。 

・生産緑地地区については、都市部にある貴重な緑地として保全を図ります。 

・白岡ニュータウンは、地区計画制度の適正な運用により、現在の良好な都市景観の維持・

保全に努めます。 
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＜まちづくり方針図＞ 

優良農地の保全 

産業系土地利用の形成 

商業・業務地としての 

土地利用の促進 

新白岡駅周辺での 

エリアマネジメントの推進 

公園施設の計画的な維持管理と更新 

白岡ニュータウン等の 

良好な居住環境の保全 

隣接市町との道路 

ネットワークの強化 

姫宮落川等の 

水辺空間の保全と活用 
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６．東北道東側地域 

６－１．地域の概要 

本地域は、当市の東部に位置し、地域の南側は蓮田市、

さいたま市岩槻区、東側は春日部市、宮代町にそれぞれ

接しています。地域の西側を東北縦貫自動車道が通って

います。 

地域面積は約 940ha（9.4 ㎢）で、当市全域の約 38%

を占めています。 
 
６－２．地域の現況 

人口 ・総人口は平成 10 年（1998 年）以降減少傾向に転じています。特に平成 30 年

（2018 年）から令和 5 年（2023 年）までの 5 年間で約 7%の人口減少がみられ

ます。年少人口比率、生産年齢人口比率は減少傾向にあり、老年人口比率は増加傾向

にあります。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

世帯数 ・世帯数は、一貫して増加しており、特に平成 5 年（1993 年）から平成 10 年（1998

年）にかけては約 10%増加しています。令和５年（2023 年）は 3,325 世帯とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 
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土地利用 ・田や畑などの農地が約 51%を占めています。既存集落地と既存住宅団地に住宅用地

が分布しており、15.4%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度都市計画基礎調査 

用途地域等 ・約 99％が市街化調整区域であり、用途地域は工業専用地域のみ指定されています。

また、宮山団地地区では地区計画が定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：白岡市都市計画図 
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農業振興 

地域 

・市街化区域を除いた地区が農業振興地域に指定されています。また、農業振興地域内

の公共施設用地や地区計画が指定されている地区等を除いた区域が農用地区域に指

定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：白岡市資料 

道路・交通 ・県道春日部菖蒲線、県道さいたま幸手線及び県道蓮田白岡久喜線及び県道蓮田杉戸線

が整備されており、広域的な交通利便性が高くなっています。また、白岡駅へのアク

セス向上を図るため、白岡宮代線の整備が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和４年度都市計画現況調査（国土交通省）、都市計画道路の決定（変更）状況（埼玉県） 

白岡市立地適正化計画 
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都市施設等 ・白岡市総合運動公園など、都市公園が２か所立地しています。また、白岡市役所、生

涯学習センター〔こもれびの森〕、山中集会所、保健福祉総合センター（はぴすしら

おか）、東ありの実館、Ｂ＆Ｇ海洋センター、しらおか味彩センターのほか、地区の

集会所等が 10 か所、児童クラブ等が２か所、小・中学校が３校、立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度都市計画基礎調査、白岡市生活排水処理基本計画、参考：白岡市公共施設等総合管理計画 

水害 ・隼人堀川や姫宮落川沿いで家屋倒壊等氾濫想定区域が指定されており、地域の多くで

0.5m 以上の浸水が想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図 
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建物全壊率 ・地域全域に建物全壊の危険性のある箇所が分布しています。また、全壊率が７%以上

の箇所も多く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：白岡市地域の危険度マップ 

自然環境・

景観 

・隼人堀川や姫宮落川などの河川があり、みどりの多い田園風景が広がっています。ふ

るさとの森が１か所、神社が２か所、寺院が４か所立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、白岡市生産緑地地区一覧表、 

              白岡市文化財保存活用地域計画、白岡市観光協会 
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６－３．地域の課題 
 

人口 ・老年人口比率が高くなっていることから、高齢者世帯等の日常生活を支

えるサービス機能や利便性の確保が必要 

土地利用 ・人口減少と高齢化により空き家等の発生が懸念されるため、既存集落地

や既存住宅団地での空き家等の管理・流通・利活用が必要 

・地域内に商業施設が不足しているため、県道春日部菖蒲線及び県道さい

たま幸手線の沿道においては、沿道サービス施設の立地誘導が必要 

・白岡市役所周辺や東武動物公園周辺では、地域の活性化や市内外の人々

の交流の拠点形成が必要 

・農業従事者の高齢化や担い手不足により農地の保全が難しいため、土地

改良事業等による農地の集約が必要 

道路・交通 ・都市計画道路白岡宮代線の早期整備が必要 

・近隣市町へのアクセス性の向上を図る構想路線の検討が必要 

・県道蓮田白岡久喜線の歩道整備が必要 

・高齢化が進行しているため、自動車に依存しなくても生活できるように、

地域公共交通の充実が必要 

都市施設等 ・白岡市総合運動公園やふれあいの森公園の適正な管理が必要 

・市民が安心・便利に行政サービスを受けられるように、市役所、保健福

祉総合センター（はぴすしらおか）等の行政機能の維持が必要 

・市役所庁舎などの公共施設の老朽化への対応が必要 

安心・安全 ・既存集落地で、建物倒壊のリスクがあるため、旧耐震住宅の耐震化の促

進が必要 

・隼人堀川など治水対策のための河川改修が必要 

自然環境・景観 ・隼人堀川などの水辺環境の保全による良好な景観形成が必要 

・田園風景の保全が必要 
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６－４．まちづくりの目標（地域の将来像） 
 

豊かな自然と多様な交流により 

心豊かに暮らせるまちづくり 

 

本地域は、河川や緑地・田園など豊かな自然環境と旧来からの集落地や住宅団地が共生

するゆとりある住環境が形成されています。 

また、市庁舎、保健福祉総合センター（はぴすしらおか）、生涯学習センター〔こもれび

の森〕、白岡市総合運動公園など行政、福祉、文化、スポーツのための公共施設のほか、東

武動物公園など市内外の人々が集まり、憩い、楽しめる施設が集積しています。 

豊かな自然との触れ合いや趣味・スポーツを通した人との交流など、ゆとりと潤いのあ

る生活環境の中で、心豊かに暮らせる地域づくりを目指します。 
 

 

６－５．まちづくりの方針 

（１） 土地利用 

・既存集落地及び既存住宅団地では、空き家や集会所等の既存ストックを地域資源として、

定住促進や地域コミュニティ維持の取組に活用することなどにより、営農環境やゆとりあ

る居住環境の保全を図ります。 

・宮山団地地区は、地区計画制度の適切な運用により良好な居住環境の保全を図ります。 

・県道さいたま幸手線、県道春日部菖蒲線の沿道においては、地域住民の利便性の向上に資

する沿道サービス施設の立地誘導を図ります。 

・市役所周辺は、市街化調整区域として可能な範囲で、開発許可制度を適正に運用しながら、

地域の活性化や市内外の人々の交流の拠点となるような土地利用を推進します。 

・東武動物公園周辺については、都市計画道路白岡宮代線の延伸の検討と合わせて、東武動

物公園の集客力を生かし、地域の活性化や市内外の人々の交流の拠点となるような土地利

用を推進します。 

・優良農地については、遊水・保水機能、景観形成など多面的な機能を有していることから、

農業の担い手の育成や土地改良事業等による農地の集約化、特産品の生産振興に資する施

設及び関連施設の整備を促進していくことで、生産性の高い農地として維持・保全を図り

ます。 
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（２） 道路・交通 

・都市計画道路白岡宮代線の整備を推進します。 

・県道さいたま幸手線や宮代町方面へのアクセス性向上を図るため、都市計画道路白岡宮代

線の延伸について検討します。 

・県道蓮田白岡久喜線の歩道整備を促進します。 

・将来の交通量等を勘案し、道路ネットワークや長期未整備都市計画道路の見直しを検討し

ます。 

・鉄道駅及び路線バス停留所の徒歩圏域外となっているため、地域ニーズに応じた路線バス

の運行やオンデマンド型地域公共交通サービス（のりあい交通）の増便など、地域公共交

通サービスの充実を図ります。 

 

（３） 都市施設等 

・白岡市総合運動公園は、民間活力を生かした公民連携による公園の整備・活用を検討し、

魅力化を図ります。 

・市民が安全・快適に都市公園を利用できるように、白岡市総合運動公園やふれあいの森公

園などの公園施設の計画的な維持管理と更新を図ります。 

・市役所周辺に集積する保健福祉総合センター（はぴすしらおか）、生涯学習センター〔こも

れびの森〕などの公共施設の適切な維持管理と利便性の向上を図ります。 

 

（４） 安心・安全 

・耐震診断や耐震改修の補助などにより、旧耐震住宅の耐震化を促進します。 

・災害時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整備を推進し

ます。 

・国、県との連携により、隼人堀川や姫宮落川の河川改修などの総合的な流域治水プロジェ

クトの推進を図ります。 

 

（５） 自然環境・景観 

・隼人堀川、姫宮落川、黒沼用水等の水辺空間の保全・活用により、良好な景観形成を図り

ます。 

・黒沼用水沿いの「水と緑のふれあいロード」と連携を図りながら、隼人堀川などの河川沿

いの親水空間の活用を図ります。 
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・水田、梨畑などの田園風景の維持・保全を図ります。 

・ふるさとの森に指定している「彦兵衛下小笠原遺跡ふるさとの森（ひこべえの森）」の維持

保全に努めます。 

 

 

 

 

＜白岡市役所＞ ＜白岡市総合運動公園＞ 

＜水田の風景＞ ＜梨 畑＞ 
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＜まちづくり方針図＞ 

県道沿いへの沿道サービスの誘導 

都市計画道路白岡宮代線の

延伸の検討 

交流の拠点となる土地利用の推進 

交流の拠点となる土地利用の推進 

既存住宅団地の居住環境の保全 

白岡市総合運動公園 

の魅力向上 県道沿いへの沿道

サービスの誘導 

「水と緑のふれあいロード」と 

連携した親水空間等の活用 

隼人堀川等の 

水辺空間の保全と活用 
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１．実現に向けた考え方 

２．実現化のための方策 

３．まちづくりの推進に向けて 

第７章 
 

実現化方策 
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第７章 実現化方策 
 

１．実現に向けた考え方 
 

都市計画マスタープランの推進に向けては、おおむね 20 年後の都市の将来像を見据えた計画

として、短期（５年）・中期（10 年）・長期（20 年）に分類し、実現化を図っていきます。 

中期・長期の施策・事業についても、事業の検討や事業者、地域住民等との調整など短期の時

点から継続して取り組むものであり、社会情勢等の変化に合わせて、適時、見直しを行っていき

ます。 

 

＜短期（おおむね５年）＞ 

短期的には、「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりに向けて、将来都市構造の

都市核（白岡駅周辺、新白岡駅周辺）とネットワークの機能強化に資する基盤整備を進めます。

既に計画が策定されており、実施の段階にある施策・事業を対象に、おおむね５年以内の事業

化あるいは完成を目指します。 

将来都市構造の中心核となる白岡駅周辺においては、白岡駅東部中央土地区画整理事業、都

市計画道路（白岡駅東口線、白岡駅西口線、白岡宮代線）等の整備により、駅周辺の機能強化

と快適な居住環境の創出を図ります。地域核となる新白岡駅周辺においては、官民連携の新た

な取組として、エリアマネジメントによるまちづくりを進めます。 

 

＜中期（おおむね 10 年）＞ 
中期的には、将来都市構造の都市核、産業拠点、交流拠点それぞれの機能強化を図るととも

に、それらを結ぶ道路網や公共交通網の強化を進めます。施策・事業の推進に当たり、地域の

理解や合意を得ていくもの、あるいは都市計画決定を行うもの等を対象に、おおむね 10 年以

内の事業化を目指します。 

中心核となる白岡駅周辺、地域核となる新白岡駅周辺においては、市内外からの居住促進や

駅周辺への商業・業務機能などの都市機能の集積を進めるとともに、白岡駅西口周辺において、

住宅地の防災性の向上を図ります。 

産業拠点となる白岡西部産業団地北側地区においては、産業系の土地利用等の立地を促進し

ます。白岡中学校周辺においては、市民生活に資する産業系土地利用や医療施設、研究施設等

の立地促進を図ります。 

交流拠点となる柴山沼、白岡市役所周辺、東武動物公園周辺については、周辺の土地利用と

の調和に配慮しながら、市民のニーズを踏まえた中長期での事業化に向けた検討を進めます。 
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さらに、住宅地、集落地や住宅団地での居住環境の維持・向上に向けて、公共施設等の既存

ストックの活用や幹線道路沿いへの沿道サービス施設などの立地誘導を進めます。 

都市公園、下水道、ごみ処理施設等の都市施設については、維持管理体制の効率化や民間

活力を活用したサービスの向上などに取り組みます。 

 

＜長期（おおむね 20 年）＞ 
長期的には、都市の防災機能の強化、自然環境・景観の保全、道路ネットワーク等のさら

なる機能強化を図ります。現段階で、国・県・隣接市町との調整が必要で整備熟度が低い施

策・事業を対象として、おおむね 20 年以内の事業化を目指します。 

長期的に検討・調整を進める施策・事業としては、定住促進や地域コミュニティの維持、

河川改修などの総合的な流域治水プロジェクトの推進、元荒川等の水辺空間の保全・活用、

長期未整備の都市計画道路の見直し、隣接市町をつなぐ構想道路等について取り組みます。 

 

これら、短期・中期・長期の取組により、当市のまちの将来像「みんなでつくる 自然と

利便性の調和したまち しらおか」の姿を描いていきます。 

 

 

■実現化に向けた考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  都市核（白岡駅周辺、新白岡駅周辺）の機能強化 

  都市核、産業拠点、交流拠点の機能強化 

  道路網、公共交通網の強化 

  都市の防災機能の強化 

  定住促進や地域コミュニティ維持の取組 

  自然環境・景観の保全 

短
期 

中
期 

 

長
期 

 

105



 

 

２．実現化のための方策 

全体構想、地域別構想及び市が推進する土地利用、都市施設の整備、市街地開発事業等に関

する施策を実現化するための方策を示します。 

図 都市計画の実現化方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 土地利用に関する実現化方策 

１）用途地域の見直し 

●白岡駅西口周辺地区 

白岡駅西口周辺地区では、駅前広場及び都市計画道路の整備に合わせて、活力ある商

業環境の形成を図るため、用途地域の見直しについて検討します。 

●パークシティ白岡 

パークシティ白岡は、隣接する住居系の土地利用との調和を図るため、用途地域（準

工業地域）の見直しについて検討します。 

 

 

都市計画の決定 

土地利用 都市施設 市街地開発事業 

蓮田都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

白岡市都市計画マスタープラン 

都市計画区域の指定 

都市計画の実現 

都市計画制限等 都市計画事業 

開発許可制度、建築制限等 
都市施設の整備、 

市街地開発事業等 

106



 

 

２）防火地域・準防火地域の指定検討 

●白岡駅西口周辺地区（再掲） 

白岡駅西口周辺地区では、住宅地の防災性の向上を図るため、火災の延焼などに対し

建築物の不燃化・難燃化を促進するとともに、防火地域及び準防火地域の指定について

検討します。 

●白岡工業団地 

白岡工業団地内では、産業団地内における火災の延焼などに対する安全性を確保し、

防災性の向上を図るため、防火地域及び準防火地域の指定について検討します。 

 

３）生産緑地地区の保全 

市街化区域の都市農地は、生産緑地制度等により保全するなど、都市の緑地空間の確

保を図ります。また、生産緑地の所有者等の意向に応じて、特定生産緑地の指定につい

て検討します。 

 

４）地区計画の運用・推進 

●白岡ニュータウン地区、野牛・高岩地区、白岡駅東部中央地区及び宮山団地地

区などの住宅地 

土地区画整理事業や民間開発により整備された住宅地は、地区計画制度の適正な運用

により良好な居住環境や都市景観の維持・保全を図ります。また、必要に応じて地区計

画の内容を見直すなど、低未利用地の活用促進に向けて検討します。 

●白岡駅西口周辺地区（再掲） 

白岡駅西口周辺地区では、活力ある商業環境と良好な居住環境の形成を図るため、地

区計画の指定について検討します。 

●白岡工業団地（再掲） 

白岡工業団地内では、一部の地区で地区計画を定めていますが、その他の地区におい

ても、企業や住民の要望などに応じて、地区計画の指定について検討します。 

●白岡西部産業団地地区及びテクノパーク白岡地区 

白岡西部産業団地地区及びテクノパーク白岡地区では、社会情勢の変化に応じた地区

計画の見直しなどを通じて、操業環境の保全を図ります。 
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表 （１）土地利用に関する実現化方策 整備プログラム 

区分 地域 対象 
事業手法・ 

位置付け等 

整備プログラム 

短期 中期 長期 

１）用途地域の

見直し 白岡駅周辺 
白岡駅西口周辺

地区 

都市計画変更の

決定 
   

 

白岡駅周辺 パークシティ白岡 
都市計画変更の

決定 
   

２）防火地域・

準防火地域の

指定検討 

白岡駅周辺 
白岡駅西口周辺

地区 
都市計画の決定    

 

大山 白岡工業団地 都市計画の決定    

３）生産緑地地

区の保全 

篠津・西 

白岡駅周辺 

新白岡駅周辺 

市街化区域内の

農地 

特定生産緑地の

指定 
   

４）地区計画の

運用・推進 
白岡駅周辺 

新白岡駅周辺 

東北道東側 

白岡ニュータウン

地区、野牛・高岩

地 区 、 白 岡 駅 東

部中央地区及び

宮山団地地区な

どの住宅地 

地区計画の運用    

 

白岡駅周辺 
白岡駅西口周辺

地区 
都市計画の決定    

 

大山 白岡工業団地 都市計画の決定    

 

大山 

白岡西部産業団

地地区及びテクノ

パーク白岡地区 

地区計画の運用    

※短期（５年）・中期（10年）・長期（20年） 

 

（２） 都市施設に関する実現化方策 

１）都市計画道路の整備等 

●都市計画道路白岡駅西口線、白岡駅東口線 

市の中心核である白岡駅へ向かう東西方向の都市軸として、都市計画道路白岡駅西口

線及び白岡駅東口線の整備を推進します。 

●都市計画道路白岡宮代線 

市の中心核である白岡駅へ向かう都市計画道路白岡宮代線の整備を推進します。 

都市計画道路白岡宮代線は、東北縦貫自動車道で分断されている東北道東側地域と白

岡駅東口を連絡する重要な路線です。今後は、県道さいたま幸手線や宮代町方面へのア

クセス向上を図るため、同路線の延伸について検討します。 
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●都市計画道路白岡久喜線 

当市の中心核となる白岡駅周辺と地域核となる新白岡駅周辺を結ぶ都市計画道路白岡

久喜線は、新白岡駅周辺地域及び白岡駅東部中央土地区画整理事業区域内の区間について

は、整備済となっています。今後は、未整備区間の事業化を検討します。 

●長期未整備の都市計画道路 

将来の交通量等を勘案し、道路ネットワークや長期未整備の都市計画道路の見直しを検

討します。 

 

２）都市公園等の整備・管理 

●新白岡地域内、白岡駅東部中央地区の街区公園等 

新白岡地域内の未整備の街区公園の整備を進めるとともに、白岡駅東部中央土地区画

整理事業の進捗に合わせて、街区公園の整備を進めます。 

●交流拠点となる都市公園 

柴山沼周辺、白岡市総合運動公園周辺等の交流拠点となる都市公園では、その魅力向

上を図るため、公募設置管理制度（Park－PFI）など公民連携による公園づくりを検討し

ます。 

●震災時の避難場所となる都市公園 

震災時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整備を推

進します。 

 

３）下水道等の整備・管理 

●下水道 

快適な生活環境の確保と市街地の排水機能の強化を図るため、「白岡市生活排水処理基

本計画」に基づき、公共下水道事業認可区域の整備を進め、市街化区域内の未整備地区の

解消を図ります。 

豪雨等による浸水被害の軽減を図るため、雨水幹線等の計画的な整備を推進します。 

●農業集落排水施設（大山地域） 

農業集落排水事業の整備済区域（大山地域）については、適切な維持管理を図るとと

もに、将来的な公共下水道区域への編入を検討します。 
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４）ごみ処理場の管理 

●蓮田白岡環境センター 

ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設の長寿命化対策を行い、ごみの安定的な処理を進める

とともに、効率的な施設整備・更新やリサイクルの推進等により、地球環境への負荷の低

減に努めます。 

 
５）河川改修の推進 

●元荒川・隼人堀川等 
国・県との連携により、 河川改修などの総合的な流域治水プロジェクトの推進を図

ります。 

中川・綾瀬川流域改修促進期成同盟会等を通じて、 国や県に継続的な要望活動を行

い、河川改修や調整池等の整備を推進します。 

 
表 （２）都市施設に関する実現化方策 整備プログラム 

区分 地域 対象 
事業手法・ 

位置付け等 

整備プログラム 

短期 中期 長期 

１）都市計画道

路の整備等 
篠津・西 

白岡駅周辺 

都市計画道路 

白岡駅西口線 

街路事業、都 市

構造再編集中支

援事業 

   

 

白岡駅周辺 
都市計画道路 

白岡駅東口線 

白岡駅東部中央

土地区画整理事

業 

   

 
白岡駅周辺 

東北道東側 

都市計画道路 

白岡宮代線 
街路事業 

 
  

 
白岡駅周辺 

新白岡駅周辺 

都市計画道路 

白岡久喜線 

街路事業、白 岡

駅東部中央土地

区画整理事業 

   

 

市全域 

長期未整備の 

都市計画道路 

       ほか 

道路ネットワーク

の見直しや都市

計 画 の 決 定 ・ 変

更、街路事業等 

   

２）都市公園等

の整備・管理 白岡駅周辺 

新白岡駅周辺 

新白岡地域内、

白岡駅東部中央

地区の街区公園

等 

都市公園等事業    

 

市全域 
交流拠点となる 

都市公園 

公募設置管理制

度（Ｐark－PFI）の

活用等 

   

 

市全域 

震災時の避難場

所と な る都市 公

園 

都市公園安全・安

心対策事業等 
   

※短期（５年）・中期（10年）・長期（20年） 
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区分 地域 対象 
事業手法・ 

位置付け等 

整備プログラム 

短期 中期 長期 

３）下水道等の

整備・管理 市全域 下水道 下水道事業    

 

大山 
農業集落排水施

設 

農業集落排水の

公共下水道接続

等 

   

４）ごみ処理場

の管理 大山 
蓮田白岡環境セ

ンター 
－    

５）河川改修の

推進 市全域 
元荒川・隼人堀

川等 
河川事業    

※短期（５年）・中期（10年）・長期（20年） 

 

（３） 市街地開発事業等に関する実現化方策 

１）土地区画整理事業の推進 

●白岡駅東口周辺地区 

白岡駅東口周辺地区については、土地区画整理事業を積極的に推進していくことで、

都市基盤を整備し、市内外から事業区域内への居住促進を図ります。 

●白岡中学校北側区域 

白岡中学校北側区域については、広域的な交通利便性を生かし、住宅や教育などの周

辺環境に配慮しつつ、土地区画整理事業等による市民の生活に資する産業系の土地利用

を推進します。 

●白岡西部産業団地北側地区 

白岡西部産業団地北側地区については、広域的な交通利便性を生かし、既存工業団地と

のつながりや農地等の周辺環境との調和に配慮しながら、土地区画整理事業等による産業

系の土地利用を推進します。 
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表 （３）市街地開発事業等に関する実現化方策 整備プログラム 

区分 地域 対象 
事業手法・ 

位置付け等 

整備プログラム 

短期 中期 長期 

１）土地区画整

理事業の推進 白岡駅周辺 
白岡駅東口周辺

地区 

白岡駅東部中央

土地区画整理事

業 

   

 

白岡駅周辺 
白岡中学校北側

区域 

組合施行 によ る

土地区画整理事

業等 

   

 

大山 
白岡西部産業団

地北側地区 

土地区画整理事

業等 
   

※短期（５年）・中期（10年）・長期（20年） 
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３．まちづくりの推進に向けて 

 

都市計画マスタープランを実現していくためには、行政による主体的な取組とともに、多様な

市民の参画と協働によるまちづくりを推進していくことが必要となっています。 

「白岡市自治基本条例」及び「白岡市市民参画条例」に基づき、市民と行政がそれぞれ共通の

理解を深め、個々の事業やまちづくりに関する市民の意見を反映させる仕組みを充実させていく

ことを目指します。 

（１） 実現化に向けて進めること 

１）計画の適切な進行管理（ＰＤＣＡサイクル） 

都市計画マスタープランは、都市の将来像を明確にした、都市計画の基本的な方針とな

ります。今後、計画に即した個々の事業については、適時、評価・検証を行い、必要に応

じて計画・事業の見直し・改善を行いながら、計画の着実な推進を図ります。 

図 PDCA サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）社会情勢に応じた柔軟な見直し 

都市計画マスタープランは、おおむね 20 年後の将来像を見据えつつ、具体的な取組に

ついては、10 年後の令和 16 年（2034 年）を目標とした計画です。このため、今後の社

会情勢や時代の変化に応じて、ＰＤＣＡサイクルの中で、都市計画マスタープランについ

ても見直しを図るなど柔軟に対応します。 

  

ＰＤＣＡ 

サイクル 

③Check 
（評価） 

④Action
（改善） 

②Do 
（実行） 

①Plan 
（計画） 

都市計画マスター 

プランの策定 

施策・事業の実施 

計画・事業の 

見直し・改善 

事業の評価・検証 
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３）関連諸計画・事業制度の活用 

まちづくりの実現に当たっては、都市計画以外の事業手法の活用も踏まえ、関連諸計画

との十分な調整を図りながら、当市の財政の効率的な運用、国の各種交付金等の積極的な

導入に努めます。 

 

４）庁内連携体制の充実 

都市計画マスタープランに基づくまちづくりを実施する場合、産業、環境、防災、防犯、

交通安全等の様々な分野との横断的かつ一体的な取組が求められます。そのため、必要に

応じて関係各課による情報共有や相互調整等を図り、より総合的で効果的な都市計画を推

進します。 

 

５）国・県・隣接自治体との連携 

都市計画の決定権限に応じた国や県、市の役割分担のほか、道路、河川やごみ処理場な

ど広域的な調整が必要な都市計画があります。そのため、国や県、隣接する市町、関係機

関と連絡・調整を図り、必要に応じてまちづくり施策への協力・支援を要請します。 

 

６）民間活力の活用 

将来的な人口減少により歳入の大幅な伸びが期待できない中、新たな都市基盤の整備や

公共施設の維持が困難になることが予想されます。このため、長期的な展望に立って、継

続性のあるまちづくりを推進していくために、計画的な財政運営による安定的な財源の確

保に努めるとともに、官民ストックや民間活力の活用などを検討します。 

 

（２） 市民・事業者・行政の役割による協働のまちづくり 

１）エリアマネジメントの推進 

エリアマネジメントとは、地域における良好な環境の維持や、地域の価値を向上させるこ

とを目的とするもので、市民、事業主、土地権利者等の地域のプレイヤーが主体的に地域課

題の解決や地域の運営（マネジメント）等を実施する、まちづくり手法です。 

「良好な環境や地域の価値の維持・向上」には、快適で魅力に富む環境の創出や美しい街

並みの形成、資産価値の保全・増進に加えて、人をひきつけるブランド力の形成、安心・安

全な地域づくり、良好なコミュニティの形成、地域の伝統・文化の継承等、ソフトな領域の

ものも含まれます。 
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新白岡駅周辺地域では、エリアマネジメントの手法により、地域のにぎわい創出や生活利

便性の向上を図っており、市でも、まちづくりの専門的知識を有する民間事業者と協定を締

結し、地域の人々が活動しやすい環境づくりを官民連携で進めるなど、様々な活動を支援し

ています。 

図 エリアマネジメントのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典︓エリアマネジメントのすすめ（国土交通省・水資源局） 

 

 

２）市民・事業者・行政の役割 

人口減少・少子高齢化を背景として財政制約が強まる中、市民ニーズは多様化しており、

市民・事業者・市がそれぞれの役割と責務を認識し、互いの特性を尊重しつつ、協力・連携

しながらまちづくりのあり方を地域で考えることの重要性が増しています。 

まちの将来像を実現するため、まちづくりの担い手となる多様な主体に向けた情報発信や

啓発などを行うとともに、様々な取組について試行を含めて実践を重ねながら、継続的に地

域と連携・協働していくことが求められます。 

 

ア 市民の役割 

市民は、自分たちのまちを、より住みよいまち・住み続けたいまちにしていくため、市民

相互の理解と協力により、積極的・主体的にボランティア等のまちづくり活動に取り組む

ことが求められています。また、市民は、各種計画に対する意見やアイディアの提供、まち

づくり勉強会等へ積極的に参画することにより、よりよいまちづくりを協働で進めていく

ことが必要です。 
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イ 事業者の役割 

事業者は、自らの業務活動の維持・発展とともに、地域の構成員として積極的・主体的に

まちづくりに関わっていくことが求められています。また、事業者は、まちの発展のため

に、まちづくり計画等においても積極的に参画し、社会的役割を担っていくことが必要で

す。 

 

ゥ 行政の役割 

行政は、より良いまちづくりを進めていくために、市民や事業者が参画するまちづくり

施策の実現を図るとともに、まちづくり活動の支援を通して、人材の育成に努めていくこ

とが求められています。施策の実施に当たっては、関係機関と連携して総合的・計画的・効

率的に推進します。 

まちづくり活動では市民、事業者、行政が情報を共有していくことが重要なことから、ま

ちづくりの担い手と連携しながら、広く情報発信を推進します。情報発信に際しては、広

報しらおか、市ホームページや公式ＳＮＳをはじめとするインターネット等の多様な手段

を活用するなど、きめ細かな伝達に努めます。 

また、市の魅力やまちづくりの取組等を効果的に発信するシティプロモーションを積極

的に推進することにより、市のイメージの向上を図るとともに、市民のシビックプライド

（地域への誇りと愛着）の醸成を図ります。 
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地域別懇談会における意見について 

 

１ 新白岡駅周辺地域 

 ⑴ 日 時  令和６年６月１６日（日）午前１０時～１１時３０分 

 ⑵ 場 所  白岡市役所 会議室１０１～１０３ 

 ⑶ 参加者  ３３名 

 ⑷ 意見等   

  ア 計画案に反映した意見 

意見 
対応 

反映部分 内容 

〇高齢化が進んでいる地区なので、気軽に相談できるセンターを整

備していただけないか。また、子どもが立ち寄れる児童館のよう

な施設もあると良い。公的な施設が無いのが魅力不足になってい

ると思う。 

〇高齢者が憩い、集まり、コミュニケーションがとれるような場所

や、料理を作ったり、軽食がとれるような場所があると良い。 

〇新白岡駅東口の旧自転車駐車場を若い世代に呼び込むための魅

力づくりに使えないか。新しい施設をつくるのは財政的にも厳し

いと思うので、子どもが遊べたり、児童書が読めたりといった施

設として利用できるようになると良い。 

〇新白岡駅は、白岡駅と特徴が異なる。新白岡は県立高校や大学等

の学生が多く、子どもたちにとってのターミナルである。蓮田駅

はきれいになり屋根ができたが、新白岡駅前は炎天下で、過ごす

場所がない。新白岡駅前について、もっと高校生や大学生へのサ

ービスを向上させ、将来の子どもたちが魅力を感じられるように

してもらいたい。 

〇子どもと老人が住みやすいまちにしてもらいたい。 

第６章 

５．  

５－４ 

【P.90】 

まちづくりの目標の本文中に 「子育て世代や

高齢者、学生などの多様な世代が」といった

文言を記載します。 

第６章 

５． 

５-５（1） 

【P.90】 

エリアマネジメントと関連させて、「多様な

世代の交流拠点の創出」といった文言を記載

します。 

資料２ 
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〇コンパクトシティと言っていると人が減ってしまうので、人を増

やすために、白岡ニュータウンのような場所を新たにつくること

を考えていただきたい。 

〇新白岡のエリアマネジメントに参加しているが、それだと人は増

えない。白岡は魅力的だと思うが、アピールやプロモーションが

上手ではないと思う。東京、新宿、鎌倉などに１本で行けるとか、

通勤に便利、高速道路も近い等をアピールして、リフレの森のよ

うな新しい住宅地を広げられると良い。日本全体がシュリンクし

ているというデータありきではなく、流山市のように、若い世代

にアピールできるように住民の意見なども取り入れてほしい。人

口を増やすことを考えたプランにしていただきたい。 

 

第７章 

３． 

（2）2）ウ 

【P.116】 

「市の魅力やまちづくりの取組等を効果的

に発信するシティプロモーションを積極的

に推進することにより、市のイメージの向上

を図る」といった文言を記載します。 

〇将来都市構造について、新白岡駅の東口が青い線や点線が無いの

はどういうことか。 

〇将来都市構造の図について、新白岡駅から道路の線が市外につな

がっていないのはなぜか。久喜方面等、市外とのつながりが無い

から発展しないと思う。 

 

第４章 

２． 

将来都市構造図 

【P.32】 

久喜、宮代方面の構想路線を図示します。 

〇住宅地に若い世代が住むような取組、Ｕターンや Iターンの人も

住みたくなるような取組が必要であり、特に子育て支援環境、教

育環境の充実が重要と考える。 

第４章 

３． 

基本方針３ 

【P.33】 

「誰もが住み続けられるまちづくり」の本文

中に、「Ｕ ・Ｉ ・Ｊターンの居住者」といった

文言を記載します。 

〇以前は新白岡に循環バスが運行しており、当時は車で通院してい

た方が多かったが、今は高齢化で運転免許を返納する人が増えて

いる。駅や病院を通るミニバスやバンのような車両でも運行して

もらいたい。日本工業大学の送迎バスが新白岡駅前に乗り入れて

いるので、同様にできるのではないか。 

第６章 

５． 

５-５（2） 

【P.91】 

「地域ニーズに応じた路線バスの運行やオ

ンデマンド型地域公共交通サービス （のりあ

い交通）の増便など」といった文言を記載し

ます。 
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〇新白岡で売りに出ている物件が最近大変多くなっている。出てい

く人が多く、相続が発生して住む人がいなくなっていると思う。

今後空き家が増えていく可能性があるので、空き家に人を住まわ

せることができれば人口減を防げると考えられるため、空き家対

策をしっかりやっていただきたい。 

第５章 

１． 

（2）1） 

【P.37】 

【住宅地】の文章に、「空家の流通促進等」と

いった文言を追記します。 

第６章 

５． 

５-５（1） 

【P.90】 

「空家の流通促進等」といった文言を追記し

ます。 

〇車両の制限速度を落とす、横断歩道で止まることを徹底してもら

いたい。交通規制を見直し、一方通行の道にするとか、いつでも

どこでも安全に歩けるまち、散歩を楽しめるまちにしてもらいた

い。車を避けるときに側溝にブロックで蓋掛けした部分を歩くこ

とになるが、ひっくり返ることもあり危険である。 

第５章 

２． 

（1）、（2）1） 

【P.41、42】 

「歩行者や自転車が安全で快適に通行でき

る道づくり」といった文言を記載します。 

 

  イ その他の意見等 

意見等 

〇新白岡駅から徒歩１０分圏内の市街化調整区域に住んでおり、道路がくねくねとした状況である。市街化調整区域のまちづくりについ

ても、検討しているのか。 

〇新白岡だけでではなく白岡市全体でどう考えるか、が見えない。資産価値が伸びていない。新白岡の魅力だけで価値が決まるのではな

く、市全体や隣接地域も含めて取り組んでいく視点が必要だと思う。市全体の観点からみて、新白岡駅周辺地域に要請されるものとし

て何を想定されているか。 
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２ 東北道東側地域 

 ⑴ 日 時  令和６年６月１６日（日）午後２時～３時 

 ⑵ 場 所  白岡市役所 会議室１０１～１０３ 

 ⑶ 参加者  １８名 

 ⑷ 意見等   

  ア 計画案に反映した意見 

意見 
対応 

反映部分 内容 

〇この地域は高度成長期からみて、少子高齢化が進んでおり、特に

子どもが入ってきていない。ＵターンやＩターンで少しずつでも

帰ってきてもらえるような魅力ある地域になるような計画にし

てもらいたい。 

第４章 

３． 

基本方針３ 

【P.33】 

「誰もが住み続けられるまちづくり」の本文

中に、「Ｕ ・Ｉ ・Ｊターンの居住者」といった

文言を記載します。 

〇新しい人が入ってきたところでは行政区に入らない場合もある

ため、新たな班構成を組む方法も考えられる。また、発信方法に

ついては、LINE は使える人が多いので、LINE グループを活用す

るのが良いのではないか。 

第７章 

３． 

（2）2）ウ 

【P.116】 

「情報発信に際しては、多様な手段を活用す

るなど、きめ細かな伝達に努める」といった

文言を記載します。 

〇交通サービスについては、デマンド型交通をやっており、今後さ

らに需要が増えると思うが、けんちゃんバスが今年３月に廃止と

なった。巡回バスを運行していただきたい。近隣市町では運行さ

れているので、白岡市でも運行をお願いしたい。 

第６章 

６． 

６-５（2） 

【P.100】 

「地域ニーズに応じた路線バスの運行やオ

ンデマンド型地域公共交通サービス （のりあ

い交通）の増便など」といった文言を記載し

ます。 

 

  イ その他の意見等 

意見等 

〇県道沿いへのサービス施設の誘導とは、具体的にどういうことを想定しているのか。 

〇東北自動車道をまたぐオーバーブリッジの道路（白岡宮代線）の工事を進めているが、どのような目的で整備しているのか。 

〇白岡宮代線の延伸は、宮代町では都市計画マスタープラン等の計画に記述されているのか。 

〇都市計画マスタープランの策定に向けて今後行うパブリックコメントでは、どのように意見募集し、公表するのか。 
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３ 大山地域 

 ⑴ 日 時  令和６年６月２３日（日）午前１０時～１１時５０分 

 ⑵ 場 所  大山農村センター 

 ⑶ 参加者  ２９名 

 ⑷ 意見等   

  ア 計画案に反映した意見 

意見概要 
対応 

反映部分 内容 

〇加須市や旧栗橋町のように１１号区域に指定すべきと思うが、指

定する考えはないか。 

 

 

 

 

第５章 

１. 

（2）6） 

【P.39】 

「市街化調整区域内の既存集落において、地

域コミュニティの維持 ・活性化を図るために

集落を維持する方策について研究」といった

文言を記載します。 

 

〇地域のコミュニティについて、人口減少が進み、大山小学校の閉

校などの影響も生じているため、活性化が必要である。大山農村

センターも 2029 年に廃止予定となっているが、例えば、大山交

流活性化センター等の名称で新たに作ってもらえないか。 

〇ボトムアップで意見を聴取した方が良いのではないか。大山小学

校の廃止はトップダウンで伝えられてしまったこともあり、地域

住民の意見を聞いた上でマスタープランの改定を行うべきだと

思う。 

 

第６章 

２． 

２-３ 

【P.61】 

 

 

 

「大山小学校の跡利用を地域と検討するこ

とが必要」といった文言を記載します。 

 

第６章 

２． 

２-５（3） 

【P.63】 

 

 

 

「大山小学校の跡利用について、地域住民と

協力 ・連携しながら検討」といった文言を記

載します。 
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〇交通利便性について、路線バスは発着が蓮田駅となっているが、

大山地域は白岡市なので白岡駅や新白岡駅とをつなぐようにし

てもらいたい。 

〇線引きが昭和 45～47 年頃にされたが、望んで市街化調整区域に

されたわけではない。路線バスは高校生の娘が駅まで行くのに２

時間に１本しかなく不便であり、交通利便性の改善をお願いした

い。 

〇大成ラミックやパルタックといった大山地域にある企業が白岡

市を支えていると思うが、大山農村センターと大山小学校が無く

なってしまう状況に対して、駅と企業を結ぶバス路線の検討な

ど、何とかしようと思わないのか。 

第６章 

２． 

２-５（2） 

【P.63】 

「地域ニーズに応じた路線バスの運行」とい

った文言を記載します。 

〇買い物や大きな病院へも車なら行きやすく、不便ではないと思っ

ている。富士山も見え、自然環境は良いと思う。しかし、そう考

えたときに国道１２２号沿道のサービス施設の立地誘導は、交通

量が増加し悪影響が懸念されるので疑問に思う。 

第５章 

２． 

（2）1） 

【P.42】 

「開発に伴う交通量が周辺の幹線道路や生

活道路に影響を及ぼさないよう指導、助言に

努める」といった文言を記載。 

 

  イ その他の意見等 

意見等 

〇大山地域にかかっている農地の規制（甲種、１種、２種など）を緩和する計画や予定はあるか。 

〇「農地の保全」という説明があったが、誰が使うことを想定されているのか。 

〇現在の都市計画マスタープランの進捗はどうだったのか。現計画で挙げられていた課題を解決した上で改定案を作っているのか。 

〇豊かな自然環境を大山地域に押し付けているように思える。公共施設が建つ予定もなく、人が集まるようなまちづくりをお願いした

い。 

〇柴山沼周辺について、川越の伊佐沼、伊奈のバラ園、足利フラワーパークなどのように、自然を生かした観光の場所になると良い。具

体的な内容を記載して、進めていただきたい。 

〇国道１２２号沿道のサービス施設の立地誘導、というのは市が主体で誘導していくのか、あるいは民間企業が立地しようとするのを受

け入れるのか。一方で、白岡菖蒲インターチェンジ周辺の乱開発の防止とあり、矛盾しているように思う。 
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〇２０年後以降も住み続ける視点で考えると、現状に対応していくだけでは不十分ではないか。国道１２２号沿道の開発がキーとなると

思うが、乱開発の抑止というよりも人口が増えるように積極的に進めていくべきと思う。交流人口を作ることが定住人口につながると

思う。 

〇大山小学校が避難所に指定されているが、閉校後に大規模な震災 ・浸水があった場合は避難できないということか。地域に高層階の建

物がなくなってしまい、豪雨による元荒川の決壊と大地震が発生したら避難するところが無くなってしまう。 

〇「安全・安心」ということについて、「旧耐震住宅の耐震化促進」と「民間施設等との協定などによる避難場所等の確保」のほかに、

何か対策はないのか。不安なのでもう一つ入れていただきたい。 

〇大山の自然環境が、ソーラーシステムなどの大きな企業に乗っ取られてしまうのではないかと懸念している。 

〇 「誰もが住み続けられるまちづくり」という基本方針があるが、私たちの息子世代でも住み続けられるということか。小学校の閉校は

この方針に合致しているのか。 

〇人口減少の要因は何か。多くの世帯の御子息が転出しているからだと思うが、市としてどう認識しているのか。 

〇都市計画マスタープラン策定までの期間が短いのではないか。 

〇柴山沼周辺の交流系土地利用については、商売をやりたい企業等が出てきたら農振農用地を除外してもらえるのか。 

〇商工会の特産品のＰＲ大使をやっているが、現在の柴山沼では単発のイベントをやっている印象を持っており、市の本気度を聞きた

い。何度か道の駅や直売所等をつくる話があったが、何もできていない。 

〇本日の説明があった内容のうち、一番優先してこれをやっていくというものは何か。 

〇大山地域は車が無いと生活ができず、運転免許を返納しないといけないとは認識するが、なかなかできない状況である。そうしたこと

を認識した上でプランを作っていただきたい。また、時間になったので質問は打ち切りたいとの話があったが、十分にスケジュールを

とった上で開催してもらいたい。 
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４ 篠津・西地域 

 ⑴ 日時  令和６年６月３０日（日）午前１０時～１１時 

 ⑵ 場所  コミュニティセンター 舞台ホール 

 ⑶ 参加者  １８名 

 ⑷ 意見等   

  ア 計画案に反映した意見 

意見概要 
対応 

反映部分 内容 

〇 「次世代型の農業 ・産業系土地利用誘導地」に物流施設ができて、

白岡中学校北側で流通業務施設と物流施設を誘致する計画があ

る。交通の影響についてアセスメント等の調査をしているのか。 

〇神山東付近では騒音基準 （夜間基準）が国の基準値を超えており、

周辺住民の不眠や情緒不安定等の健康被害が懸念される。また、

春日部菖蒲線の混雑が増している。経済的メリット優先となって

おり、行政側の対応策が追い付いていない。 

〇マルチテナント型物流施設の場合は出入りするトラックの交通

量が増える。交通については都市計画審議会で議論されているの

は認識しているが、騒音は協議されていない。騒音はかなりの健

康被害を生じるものだが、アセスメント無しに進めて良いのか。 

〇風景が変わり、２３ｍ位の建物が建ち、強風で飛ばされて負傷し

た人もいる。ロジックの物流倉庫が稼働すると騒音が大きくなる

だろうし、道路からの照明が届かず奥が暗くなってしまった。 

〇篠津 ・西地域は、住宅が増えて人口が増えてきたが、避難所が少

ないという課題がある。民間施設の協定による避難所の確保だけ

では物足りないと思う。今後、開発の話が出た場合には、防災機

能を有する広場を整備できると良いが、そうしたことをマスター

プランに盛り込めないか。 

第５章 

１． 

（1） 

【P.36】 

開発事業者に対して、周辺の交通 ・騒音 ・景

観等に影響を最小化することを求めるほか、

避難場所の確保や交流広場の整備等、地域の

課題に対応した取組を促していくため、まち

づくりの目標の本文中に「開発に際しては、

周辺環境との調和や地域の状況に応じた対

応が図られるよう適切な誘導を行う」といっ

た文言を記載します。 

第５章 

２． 

（2）1） 

【P.42】 

「開発に伴う交通量が周辺の幹線道路や生

活道路に影響を及ぼさないよう指導、助言に

努める」といった文言を記載します。 
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〇地域別懇談会のような場に多くの方が参加して、情報共有や意見

を出せる場になると良い。今後の説明会では多くの方が参加でき

るようにしてもらいたい。 

第７章 

３． 

（2）2）ウ 

【P.116】 

「情報発信に際しては、多様な手段を活用し

てきめ細かな伝達に努める」といった文言を

記載します。 

 

  イ その他の意見等 

意見等 

〇白岡中央総合病院の移転はいつ頃完成するか。完成後は周辺がどのようになるのかを聞きたい。また、市街化区域に編入して、個人の

自由な裁量で開発等ができるようにしてもらえるとありがたい。 
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５ 白岡駅周辺地域 

 ⑴ 日時  令和６年６月３０日（日）午後２時～４時 

 ⑵ 場所  コミュニティセンター 舞台ホール 

 ⑶ 参加者  ５０名 

 ⑷ 意見等   

  ア 計画案に反映した意見 

意見概要 
対応 

反映部分 内容 

〇白岡宮代線が整備できれば白岡駅から東武動物公園に一本で行

けるようになるが、白岡駅を発着するバスが運行されると良い。 

第５章 

２． 

（2）2） 

【P.43】 

「地域ニーズに応じた路線バスの運行」とい

った文言を記載します。 

〇駅周辺の賑わい不足が指摘されている。白岡駅西口線と駅前広場

の整備は大きなテーマだと思うが、今不足する賑わいをどう実現

するのか、マスタープランには出ていない。西口の商店は４軒つ

ぶれており、賑わいが喪失している状況である。２０年後では間

に合わず、どんどん寂れてしまうのだが、どういった賑わいを作

るのか具体的に表していただきたい。 

第６章 

４． 

４-５（1） 

【P.80】 

「店舗等の出店促進や歩行者空間の確保な

ど」といった文言を記載します。 

 

〇市外から転居してきたが、自然は豊かな印象だが、道路の整備が

行き届いていない。歩いたり自転車で移動するときに不便であ

る。徒歩や自転車の人が駅前に集まって賑わいが生まれると思う

ので、歩行者や自転車にやさしい道づくりを要望したい。暑い中

歩くのは辛いので、歩行者が歩きたくなる道づくりを。 

〇中央通りのコメリの辺りには両側に歩道があり、その植栽ますに

は草花が植えられないままである。カーブスの方はつつじのよう

な花が咲いている時はあるが、雑草のようになっている。 

歩道を自転車が通行すると植栽ますの段差で危険なので、りそな

銀行の前のように植栽ますを埋めてはどうか。 

第５章 

２． 

（1）、（2）1） 

【P.41、42】 

「歩行者や自転車が安全で通行できる快適

な道づくり」といった文言を記載します。 
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〇黄色エリアは良好な居住空間をつくるという話だが、住宅１０戸

程度の開発が多く行われ、通り抜けできない道路となっているた

め、もし火災が起きたら消防自動車が進入できないのではと心配

である。八幡神社の近くで火事があった際に消防車が入れなくて

消火活動に支障があったと聞く。 

第６章 

４． 

４-５（4） 

【P.81】 

「災害時の避難や消火 ・救助活動の支障とな

る恐れのある狭あい道路の拡幅や行き止ま

りの解消等を図る」といった文言を記載しま

す。 

 

  イ その他の意見等 

意見等 

〇白岡中学校周辺の道路問題について、昔と比べて交通体系が変わっていると思うがどうか。最近新しく道路をつくっているが、これで

良いのか疑問に思う。 

〇自然環境 ・景観について、水辺空間の保全 ・活用とあるが、水と緑のふれあいロードは柵で囲われ、ただの水路となっている。親水空

間となる水辺は水田のみで、農家の負担になってしまう。 

また、緑が少なくなっており、住みたいと思える環境が無くなってしまう。住宅地や商業施設も大事だが、自然環境も重要である。 

〇身近な緑の空間が減っており、減少を食い止める方法はないか。土地が売られると緑が減る。 

〇公園の維持管理・更新について「新設」が入っていなかった。「山の憩いの森公園」を自治会で独自に作っている。単に公園にするだ

けでなく防災広場やタタラ山の遺跡の展示場にする等、ストーリー性がある公園にしようとしている。２月に市長へ要望書を出したの

で計画書に反映してもらいたい。 

〇ごみ集積所について、ネットを垂らして使っており見苦しい。行政区内５０のうち１１か所が公道に面している。金網で囲われたごみ

置き場を年１台ずつ設置しているが、市で新たに設置するような手続きを進めてもらいたい。 

〇外国人の居住者が増えているが、資料のどこにも触れていない。住みやすく等のように示した方が良いのではないか。 

〇先日安心安全課のセミナーに出た際、他部署との連携など曖昧模糊とした回答ばかりだった。外国人への対応も検討してもらいたい。 

〇自動運転の試みが進んでいるが、道路整備への配慮が書いていない。 

〇浸水想定区域は市の半分くらいに及ぶ。浸水深０.５～３.０ｍは数値の幅が大きいので細かい数値を明示してもらいたい。併せて、２

次避難先へ行くための道路が水没しているので、きちんと計画するべき。 

〇参考資料に、財政・予算を載せられないのか。 

〇予算に加えて、現在の都市計画マスタープランによる取組が過去２０年間で予算に対してどう実現したか分かる資料を提示いただき

たい。どの計画にどのくらい費用を要したか分かると良い。 
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〇マスタープラン策定によって、来年度、再来年度の予算が大きく変わってくる取組は想定されているか。 

〇県道春日部菖蒲線等の整備も良いが、既存道路の整備もお願いしたい。また、人口減少社会において、空き家問題をどう考えているの

か。 

〇企業誘致に関して埼玉県の補助金制度にプラスして市で補助金を出しているようなら教えてもらいたい。 

〇白岡駅の東口・西口には狭い道が多く車が相互通行できないので、一方通行にしてもらいたい。 

 交通規制について、以前、市に要望を出したが、公安委員会が担当しており、市では対応できないと言われた。市民からの意見なので

市が連絡するべきではないか。 

 県道７８号線 （県道春日部菖蒲線）と市道の交差点では市道側の青の秒数が長いため、もう少し短くすれば渋滞が解消すると思う。ま

た、白岡中央病院前の信号は右折レーンが無いので病院が開院すれば渋滞すると思うが市ではどのように考えているのか。 

〇宮代町は道路の計画・整備が進んでないので、白岡宮代線は進まないのではないか。 

〇防火・準防火地域の指定は、どの場所を想定しているか。 

〇中央公民館は老朽化がかなり進んでおり、早めの建替えが必要。旧図書館が閉鎖されたまま放置されているが、良い立地なので放置す

るのはもったいないと思うが、今後どういう利用を考えているのか。 

○１０年、２０年後を考えた場合、脂が乗り切っている世代の参加者が少ない。いかに若い人に集まってもらうかの方策を考えてもらい

たい。 

〇土日の開催だと子どももいて参加しにくい。若い人はそもそも興味がない人が多いので、発信の仕方を考えないといけないが、なかな

か難しいのが現状かと思う。 

〇若い人が興味を持ってもらうには参加のハードルを低くするとよいのではないか。例えば、オンラインで平日夜とかも視聴できる、意

見は言わなくてもよい形にすれば、とりあえず聞いてみたいという人も参加しやすいと思う。子どもがいる家庭は土日の参加は難しい

人もいて、平日の１９時半とか２０時であれば参加できる人もいるのでは。 

○原ケ井戸南公園について、つつじがここ何年も咲かない状況だったが、剪定の時期が悪く、剪定をやめたらきれいに咲いた。高齢者は

時間があるので、公園の維持管理の手伝いなど協力できることはある。 

○白岡でも参考になると思うので、新白岡のエリアマネジメントの内容や参加している人の状況を教えてもらいたい。 
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